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次

毎
週　
火
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日
・
金
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祝
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日
に
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と
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翌
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発
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一

監
査
委
員
公
表
第
539号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
242条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

大
分
市
中
島
西
２
丁
目
６
番
10号
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
お
い
た
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
理
事
長
瀬
戸
久
夫

及
び
永
井
敬
三
並
び
に
別
府
市
浜
脇
２
丁
目
11番

11号
教
員
採
用
不
正
の
真
相
を
追
究
し
秦
聖
一
郎
さ
ん
を

支
援
す
る
会
代
表
世
話
人
武
内
良
高
及
び
永
井
敬
三
か
ら
請
求
の
あ
っ
た
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
監
査
し

た
結
果
を
同
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
25年
３
月
18日
付
け
で
請
求
人
に
通
知
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
25年
３
月
19日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
監
査
委
員
　
　
米
　
　
　
濵
　
　
　
光
　
　
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
監
査
委
員
　
　
姫
　
　
　
野
　
　
　
邦
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
監
査
委
員
　
　
麻
　
　
　
生
　
　
　
栄
　
　
　
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
監
査
委
員
　
　
首
　
　
　
藤
　
　
　
隆
　
　
　
憲

第
１
　
監
査
の
請
求

　
１
　
請
求
の
受
理

　
　
　
本
件
住
民
監
査
請
求
（
以
下
「
本
件
請
求
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
法
第
242条

所
定
の
要
件

　
　
を
具
備
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
の
で
、
平
成
25年
１
月
18日
付
け
で
こ
れ
を
受
理
し
た
。

　
２
　
請
求
人

　
　
　
大
分
市
中
島
西
２
丁
目
６
番
10号
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
お
い
た
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
瀬
戸
　
久
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
永
井
　
敬
三

　
　
　
別
府
市
浜
脇
２
丁
目
11番

11号
　
　
教
員
採
用
不
正
の
真
相
を
追
究
し
秦
聖
一
郎
さ
ん
を
支
援
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
世
話
人
　
武
内
　
良
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
世
話
人
　
永
井
　
敬
三

　
３
　
請
求
の
要
旨

　
　
　
本
件
請
求
に
係
る
請
求
人
の
主
張
事
実
及
び
措
置
要
求
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
一
部

　
　
の
個
人
名
を
除
き
、
原
文
の
ま
ま
掲
載
。
事
実
証
明
書
は
省
略
）
。

　
　
⑴
　
大
分
県
教
育
委
員
会
の
教
員
不
正
採
用
事
件

　
　
　
①
　
平
成
20年
度
及
び
19年
度
教
員
採
用
選
考
試
験
（
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
19年
お
よ
び
18年
実
施
）

　
　
　
　
を
め
ぐ
り
、
大
分
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課
課
長
補
佐
（
19年
度
採
用
試
験
の
当
時
は
主
幹
）

　
　
　
　
が
受
験
生
の
親
で
あ
る
小
学
校
教
頭
等
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
り
、
双
方
が
贈
収
賄
容
疑
で
逮
捕
・

　
　
　
　
起
訴
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
平
成
20年
度
校
長
・
教
頭
候
補
者
選
考
試
験
を
め
ぐ
っ
て
も
、
同
人
が
小
学
校
教
諭
２

　
　
　
　
名
及
び
小
学
校
教
頭
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
り
、
双
方
が
贈
収
賄
容
疑
で
検
察
庁
に
書
類
送
致
さ
れ

　
　
　
　
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。

　
　
　
　
　
さ
ら
に
は
、
平
成
20年
度
定
期
人
事
異
動
の
内
示
直
後
に
、
県
教
委
の
元
教
育
審
議
監
が
人
事

　
　
　
　
異
動
に
関
連
し
て
20万
円
の
商
品
券
を
受
け
取
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　
　
②
　
Ａ
元
審
議
監
は
2008年

９
月
の
公
判
で
、
教
職
員
一
課
長
・
審
議
監
在
任
中
に
100件

を
超
え

　
　
　
　
る
採
用
依
頼
が
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
県
議
や
県
教
委
の
教
育
事
務
所
長
、
市

　
　
　
　
町
村
教
育
長
ら
「
教
育
行
政
に
大
き
な
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
人
」
か
ら
依
頼
さ
れ
た
小
中
学
校

　
　
　
　
５
人
ず
つ
程
度
は
、
リ
ス
ト
に
丸
を
つ
け
る
な
ど
し
て
合
格
を
部
下
に
強
く
指
示
し
た
。

　
　
　
③
　
2008年

11月
～
2009年

６
月
に
か
け
て
、
教
員
の
採
用
試
験
や
昇
任
人
事
を
め
ぐ
る
一
連
の
汚

　
　
　
　
職
事
件
で
起
訴
さ
れ
た
県
教
委
Ａ
元
教
育
審
議
監
ら
８
人
全
員
の
有
罪
が
確
定
。

　
　
⑵
　
不
正
採
用
に
絡
む
教
員
採
用
取
り
消
し

　
　
　
　
不
正
採
用
に
絡
む
処
分
は
当
初
か
ら
「
不
公
平
」
と
指
摘
が
あ
っ
た
。
08年
度
試
験
で
は
21人
を

　
　
　
不
正
採
用
と
認
定
、
６
人
の
採
用
を
取
り
消
し
、
15人
が
辞
職
し
た
。
一
方
、
07年
度
は
不
正
合
格

　
　
　
が
疑
わ
れ
る
教
諭
を
処
分
せ
ず
、
不
正
の
あ
お
り
で
不
合
格
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
22人
を
再
試
験

　
　
　
に
よ
っ
て
合
格
と
し
た
。

　
　
　
　
県
教
委
は
「
07年
度
は
08年
度
に
比
べ
デ
ー
タ
の
精
度
が
低
い
た
め
」
と
説
明
す
る
が
、
そ
う
で

　
　
　
あ
る
な
ら
07年
度
の
対
象
者
に
“
救
済
”
だ
け
を
適
用
し
た
根
拠
は
不
十
分
。
“
訴
訟
リ
ス
ク
”
を

　
　
　
低
く
す
る
苦
肉
の
策
だ
っ
た
と
も
受
け
取
れ
る
。



二

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）

　
　
　
　
デ
ー
タ
改
ざ
ん
の
“
実
行
役
”
だ
っ
た
元
義
務
教
育
課
参
事
（
53）
＝
収
賄
罪
が
確
定
＝
は
公
判

　
　
　
の
被
告
人
質
問
で
「
両
年
度
の
デ
ー
タ
（
の
精
度
）
に
違
い
は
な
い
」
と
供
述
し
た
。

　
　
⑶
　
教
員
不
正
採
用
の
あ
お
り
を
受
け
て
一
旦
は
不
合
格
と
さ
れ
た
合
格
者
へ
の
損
害
賠
償

　
　
　
　
2010年

８
月
、
県
教
委
は
不
正
な
得
点
操
作
で
不
利
益
を
被
っ
た
54人
と
和
解
協
議
を
開
始
し
、

　
　
　
同
年
12月

14日
に
は
54人
の
う
ち
50人
と
和
解
協
議
が
調
い
、
50人
分
の
賠
償
金
を
公
金
か
ら
支
払

　
　
　
う
議
案
を
県
議
会
が
可
決
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
３
人
と
和
解
が
成
立
。

　
　
　
　
大
分
県
は
、
賠
償
金
と
し
て
平
成
18年
度
実
施
の
選
考
試
験
の
被
害
者
の
う
ち
31人
に
対
し
て
合

　
　
　
計
7,095万

円
、
平
成
19年

度
実
施
の
選
考
試
験
の
被
害
者
22人

に
対
し
て
合
計
1,950万

円
、
合
計

　
　
　
9,045万

円
を
支
払
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
⑷
　
求
償
権
の
行
使
の
違
法
性

　
　
　
①
　
求
償
権
に
係
る
専
門
家
委
員
会
の
設
置
目
的
と
所
掌
事
項

　
　
　
　
　
「
求
償
権
に
係
る
専
門
家
委
員
会
設
置
要
綱
」
（
平
成
22年

12月
24日
施
行
）
は
、
そ
の
第
１

　
　
　
　
条
に
「
平
成
18年
及
び
平
成
19年
に
実
施
さ
れ
た
公
立
学
校
教
員
の
採
用
に
係
る
選
考
に
お
い
て

　
　
　
　
不
正
な
点
数
操
作
の
結
果
に
よ
り
不
合
格
と
な
っ
た
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
に
関
し
、
国
家
賠
償

　
　
　
　
法
（
昭
和
22年

法
律
第
125号

）
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
求
償
権
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

　
　
　
　
め
、
求
償
権
に
係
る
専
門
家
委
員
会
（
以
下
「
専
門
家
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
」

　
　
　
　
と
規
定
し
、
そ
の
第
２
条
に
は
「
専
門
家
委
員
会
は
、
求
償
権
に
関
し
、
検
討
し
審
議
す
る
も
の

　
　
　
　
と
す
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
②
　
国
家
賠
償
法
（
昭
和
22年
法
律
第
125号

）
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
求
償
権

　
　
　
　
　
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
は
「
国
又
は
公
共
団
体
の
公
権
力
の
行
使
に
当
る
公
務
員
が
、
そ

　
　
　
　
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
、
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
違
法
に
他
人
に
侵
害
を
加
え
た
と
き
は
、

　
　
　
　
国
又
は
公
共
団
体
が
、
こ
れ
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。
」
と
規
定
し
た
う
え
で
、
同
法
同
条
第

　
　
　
　
２
項
は
「
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
公
務
員
に
故
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
き
は
、
国
又

　
　
　
　
は
公
共
団
体
は
、
そ
の
公
務
員
に
対
し
て
求
償
権
を
有
す
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
③
　
前
項
①
お
よ
び
②
に
よ
る
と
、
専
門
家
委
員
会
は
要
綱
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
し
か
も
求
償
権

　
　
　
　
の
対
象
を
公
務
員
に
限
定
し
た
う
え
で
、
求
償
権
に
関
し
、
検
討
し
審
議
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ

　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
専
門
家
委
員
会
の
要
綱
に
よ
る
設
置
は
、
執
行
機
関
の
付
属
機
関
設
置
が
条

　
　
　
　
例
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
た
地
方
自
治
法
第
138条

の
４
第
３
項
に
違
反
し
て
い

　
　
　
　
る
。
過
去
の
判
例
お
よ
び
出
雲
市
の
住
民
監
査
請
求
等
に
お
い
て
も
違
法
と
認
定
さ
れ
、
朝
霞
市

　
　
　
　
で
は
条
例
に
基
づ
か
ず
に
設
置
し
て
き
た
審
議
会
や
委
員
会
、
協
議
会
な
ど
32の
付
属
機
関
に
つ

　
　
　
　
い
て
、
条
例
化
を
は
か
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
所
掌
事
項
を
民
法
上
の
求
償
権
に
つ
い
て
も
検
討
し
審
議
す
る
と
す
べ
き
と
こ
ろ
、
こ

　
　
　
　
れ
を
せ
ず
国
家
賠
償
法
上
の
求
償
権
に
関
し
て
の
み
検
討
し
審
議
す
る
こ
と
と
し
て
、
求
償
対
象

　
　
　
　
者
を
公
務
員
に
限
定
し
た
こ
と
は
、
非
公
務
員
で
不
正
採
用
に
か
か
わ
っ
た
者
を
あ
ら
か
じ
め
意

　
　
　
　
図
的
に
排
除
し
、
当
該
事
件
を
故
意
に
矮
小
化
し
、
ひ
た
す
ら
早
期
決
着
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

　
　
　
　
で
あ
り
、
県
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
放
棄
す
る
に
等
し
く
、
公
序
良
俗
に
反
し
裁
量
権
の
逸
脱

　
　
　
　
・
濫
用
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
専
門
家
委
員
会
の
検
討
お
よ
び
審
議
の
結
果
に
基
づ
い
て
遂
行
さ
れ
た
求
償
権

　
　
　
　
の
行
使
は
、
違
法
か
つ
不
当
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
県
教
委
が
不
正
な
得
点
操
作
で
不
利
益
を
被
っ
た
54人
の
う
ち
、
和
解
が
成
立
し

　
　
　
　
た
53人

に
賠
償
し
た
合
計
9,045万

円
に
つ
い
て
、
求
償
す
べ
き
で
あ
る
対
象
者
は
、
ひ
と
り
公

　
　
　
　
務
員
の
み
な
ら
ず
、
不
正
な
合
格
を
依
頼
し
た
者
で
あ
り
、
不
正
な
合
格
の
口
利
き
を
仲
介
し
た

　
　
　
　
者
で
あ
り
、
そ
の
口
利
き
を
受
け
て
不
正
な
得
点
操
作
を
命
令
し
実
行
し
た
者
で
あ
る
か
ら
、
求

　
　
　
　
償
権
行
使
の
対
象
と
な
る
者
は
公
務
員
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
④
　
県
教
委
は
、
08年
度
試
験
で
は
21人
を
不
正
採
用
と
認
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
認
定
し
た
21

　
　
　
　
人
に
つ
い
て
は
、
県
教
委
に
お
い
て
、
当
該
21人
お
よ
び
そ
の
家
族
関
係
者
等
を
対
象
と
し
て
調

　
　
　
　
査
し
、
不
正
な
合
格
の
依
頼
者
や
不
正
な
口
利
き
の
仲
介
者
等
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
特
定
す
る

　
　
　
　
こ
と
が
で
き
る
。
い
や
、
す
で
に
特
定
し
て
い
る
可
能
性
も
存
す
る
。

　
　
　
　
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
求
償
権
行
使
の
対
象
を
公
務
員
の
み
に
限
定
し
た
の
は
違
法
か
つ
不
当
で

　
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
⑤
　
「
大
分
県
教
育
委
員
会
は
、
教
員
採
用
選
考
試
験
に
係
る
賠
償
金
の
財
源
の
一
部
に
充
当
し
て

　
　
　
　
も
ら
う
べ
く
、
教
育
委
員
、
教
育
長
を
は
じ
め
県
教
育
委
員
会
管
理
監
督
職
員
、
市
町
村
教
育

　
　
　
　
長
、
県
立
・
市
町
村
立
学
校
の
校
長
、
教
頭
、
事
務
長
、
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
、
教
育
長
校

　
　
　
　
友
会
、
県
立
学
校
・
小
中
学
校
退
職
校
長
会
等
に
協
力
金
を
募
っ
た
。
こ
の
結
果
、
合
計

　
　
　
　
48,424,616円

が
集
ま
り
、
大
分
県
に
寄
付
さ
れ
た
。
」

　
　
　
　
　
「
こ
の
結
果
、
大
分
県
が
被
害
者
に
対
し
て
支
払
っ
た
損
害
額
の
負
担
分
は
実
質
42,025,384

　
　
　
　
円
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
上
記
寄
付
金
（
協
力
金
）
を
支
払
っ
た

　
　
　
　
者
が
求
償
対
象
者
で
あ
る
と
の
根
拠
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
求
償
総
額
か
ら
差
し
引
く
こ

　
　
　
　
と
は
不
当
で
あ
る
。

　
　
　
⑥
　
ま
た
、
Ａ
元
教
育
審
議
監
が
返
納
し
た
退
職
金
約
3,254万

円
を
求
償
総
額
か
ら
差
し
引
い
た

　
　
　
　
こ
と
も
、
違
法
か
つ
不
当
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
元
教
育
審
議
監
に
つ
い
て
は
、
退
職
時
に
お
い
て
は
同
人
に
か
か
る
贈
収
賄

　
　
　
　
事
件
は
発
覚
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
退
職
金
が
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
お
い



平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）

三

　
　
　
　
て
、
教
育
審
議
監
等
に
在
任
中
の
収
賄
事
件
に
つ
い
て
収
賄
罪
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本

　
　
　
　
来
懲
戒
免
職
と
な
り
退
職
金
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
退
職
金
の
返
納
と
求
償
権
と
を
関
連
付
け
る
の
は
失
当
で
あ
る
。
実
際
、
他
の
６
人
の
贈
収
賄
に

　
　
　
　
よ
る
有
罪
確
定
者
ら
は
懲
戒
免
職
処
分
と
な
り
退
職
金
は
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
だ
か

　
　
　
　
ら
と
い
っ
て
退
職
金
相
当
額
が
求
償
総
額
か
ら
差
し
引
か
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
⑦
　
損
害
賠
償
額
9,045万

円
か
ら
⑤
の
寄
付
金
48,424,616円

を
差
し
引
い
た
42,025,384円

か
　
　
　
　
ら
、
さ
ら
に
⑥
の
Ａ
元
教
育
審
議
監
が
返
納
し
た
退
職
金
32,545,896円

を
差
し
引
い
た

　
　
　
　
9,479,488円

を
元
教
育
審
議
監
ら
７
人
に
求
償
し
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
Ａ
元
教
育
審
議
監
が

　
　
　
　
1,953,633円

、
Ｂ
元
副
主
幹
が
1,872,520円

、
Ｃ
参
事
と
Ｄ
元
教
頭
が
444,687円

、
Ｅ
元
校
長

　
　
　
　
が
208,648円

の
合
計
4,479,488円

を
支
払
い
、
残
り
500万

円
は
2008年

の
汚
職
事
件
当
時
以
降

　
　
　
　
の
教
育
委
員
と
、
1998年

以
降
の
教
育
長
計
12人
に
呼
び
か
け
寄
付
で
賄
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当

　
　
　
　
該
500万

円
の
寄
付
に
つ
い
て
も
寄
付
者
が
求
償
対
象
者
で
あ
る
と
の
根
拠
が
不
明
で
あ
る
か

　
　
　
　
ら
、
こ
れ
を
求
償
総
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
は
不
当
で
あ
る
。

　
　
　
⑧
　
し
た
が
っ
て
、
求
償
額
の
う
ち
違
法
か
つ
不
当
に
求
償
権
を
行
使
し
た
部
分
は
、
賠
償
総
額

　
　
　
　
9,045万

円
か
ら
求
償
対
象
者
ら
が
支
払
っ
た
合
計
4,479,488円

を
差
し
引
い
た
、
少
な
く
と
も

　
　
　
　
85,970,512円

で
あ
る
。
当
該
金
額
相
当
分
に
つ
い
て
は
、
本
来
08年

度
試
験
で
不
正
合
格
と
認

　
　
　
　
定
さ
れ
た
21人
お
よ
び
07年
度
試
験
に
お
け
る
不
正
合
格
者
の
両
年
度
の
不
正
合
格
者
や
そ
の
家

　
　
　
　
族
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
者
ら
に
つ
い
て
、
条
例
に
よ
っ
て
第
三
者
に
よ
る
調
査
委
員
会
を
設
置

　
　
　
　
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
厳
正
か
つ
公
正
な
調
査
を
行
い
、
07年
度
試
験
に
お
け
る
不
正
合
格

　
　
　
　
者
や
不
正
な
合
格
の
依
頼
者
、
不
正
な
口
利
き
の
仲
介
者
等
を
特
定
し
、
こ
れ
ら
の
者
た
ち
に
対

　
　
　
　
し
て
求
償
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
そ
し
て
、
県
教
委
が
、
こ
れ
ら
の
本
来
的
な
求
償
対
象
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

　
　
　
　
し
、
ま
た
そ
う
し
な
け
れ
ば
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
⑸
　
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
貴
職
に
対
し
て
以
下
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
請
求
す
る
。

　
　
　
①
　
上
記
、
大
分
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
教
員
採
用
不
正
事
件
に
お
い
て
、
本
来
合
格
し
て
い
た
に

　
　
　
　
も
か
か
わ
ら
ず
、
点
数
操
作
に
よ
っ
て
不
当
に
不
合
格
と
さ
れ
た
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
損
害

　
　
　
　
賠
償
金
に
か
か
る
求
償
権
の
行
使
は
違
法
か
つ
不
当
で
あ
る
か
ら
無
効
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
当
該

　
　
　
　
求
償
権
の
う
ち
、
85,970,512円

に
相
当
す
る
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
の
存
在
を
確
認
す
る

　
　
　
　
こ
と
、
お
よ
び
大
分
県
知
事
と
大
分
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
こ
れ
を
是
正
す
る
措
置
を
講
ず
る

　
　
　
　
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
。

　
　
　
②
　
前
項
①
記
載
の
是
正
措
置
は
、
2007年

度
お
よ
び
2008年

度
教
員
採
用
選
考
試
験
に
か
か
る
不

　
　
　
　
正
合
格
者
に
つ
い
て
、
当
該
不
正
合
格
の
依
頼
を
し
た
者
お
よ
び
不
正
合
格
の
仲
介
者
ら
に
対
し

　
　
　
　
て
、
85,970,512円

に
相
当
す
る
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
③
　
少
な
く
と
も
、
Ａ
元
教
育
審
議
監
が
返
納
し
た
退
職
金
32,545,896円

を
求
償
総
額
か
ら
減
額

　
　
　
　
し
た
こ
と
は
違
法
か
つ
不
当
で
あ
る
か
ら
、
当
該
減
額
処
分
の
決
裁
等
に
関
与
し
た
小
矢
文
則
元

　
　
　
　
教
育
長
お
よ
び
そ
の
他
の
職
員
な
ら
び
に
本
来
的
な
予
算
執
行
権
者
で
あ
る
広
瀬
勝
貞
県
知
事
ら

　
　
　
　
に
、
県
が
32,545,896円

に
つ
い
て
損
害
賠
償
請
求
す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
。

第
２
　
監
査
の
実
施

　
１
　
監
査
対
象
機
関

　
　
　
大
分
県
教
育
庁
教
育
人
事
課
を
監
査
対
象
機
関
と
し
た
。

　
２
　
請
求
人
の
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述

　
　
　
法
第
242条

第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
請
求
人
ら
に
対
し
て
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述
の
機
会
を
与

　
　
え
た
と
こ
ろ
、
請
求
人
は
、
平
成
25年
２
月
５
日
に
、
追
加
資
料
（
意
見
陳
述
書
（
要
旨
）
及
び
事
実

　
　
証
明
書
）
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
概
ね
以
下
の
よ
う
な
陳
述
を
行
い
、
請
求
の
要
旨
の
補
足
を
行
っ

　
　
た
。
な
お
、
請
求
人
の
陳
述
時
に
、
同
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
、
監
査
対
象
機
関
の
立
会
い
を
認
め

　
　
た
が
、
監
査
対
象
機
関
は
立
会
い
を
し
な
か
っ
た
。

　
　
⑴
　
法
第
138条

の
４
第
３
項
は
、
「
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
法
律
又
は
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

　
　
　
よ
り
、
執
行
機
関
の
附
属
機
関
と
し
て
自
治
紛
争
処
理
委
員
、
審
査
会
、
審
議
会
、
調
査
会
そ
の
他

　
　
　
の
調
停
、
審
査
、
諮
問
又
は
調
査
の
た
め
の
機
関
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
政
令
で
定
め

　
　
　
る
執
行
機
関
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
律
又
は
条

　
　
　
例
以
外
の
、
た
と
え
ば
政
令
又
は
規
則
そ
の
他
の
規
程
な
ど
で
附
属
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き

　
　
　
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
普
通
地
方
公
共
団
体
が
、
任
意
に
附
属
機
関
を
設
置
す
る
と
き
は
、
全
て
条
例
に
よ
ら
な
け
れ
ば

　
　
　
な
ら
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
都
道
府
県
な
ど
に
お
い
て
よ
く
設
置
さ
れ
る
法
令
審
査
委
員
会
の
よ
う

　
　
　
に
、
当
該
都
道
府
県
の
吏
員
そ
の
他
執
行
機
関
の
補
助
職
員
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で

　
　
　
あ
れ
ば
、
条
例
に
よ
ら
な
く
と
も
、
執
行
機
関
限
り
で
適
宜
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す

　
　
　
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
執
行
機
関
の
補
助
職
員
以
外
の
外
部
の
も
の
も
委
員
あ
る
い
は
構
成

　
　
　
員
と
し
て
加
わ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
も
は
や
「
組
織
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

　
　
　
設
置
に
つ
い
て
は
、
附
属
機
関
と
し
て
法
第
138条

の
４
第
３
項
の
規
定
に
よ
っ
て
条
例
で
定
め
な

　
　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
専
門
家
委
員
会
は
、
「
求
償
権
に
係
る
専
門
家
委
員
会
設
置
要
綱
」
に
よ
っ
て
、

　
　
　
す
な
わ
ち
行
政
機
関
内
部
に
お
け
る
規
律
で
あ
る
要
綱
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
法
第
138条

の
４
第
３
項
に
違
反
す
る
。

　
　
　
　
横
浜
市
監
査
委
員
は
、
平
成
25年
１
月
21日
に
、
同
市
が
進
め
て
い
る
旧
市
立
霧
が
丘
第
一
小
学
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校
の
跡
地
売
却
に
関
連
し
て
、
財
政
局
が
条
例
で
な
く
市
の
要
綱
を
根
拠
に
事
業
者
公
募
審
査
委
員

　
　
　
会
を
設
置
し
た
こ
と
は
違
法
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
横
浜
市
は
、
従
来
か
ら
要
綱
に
基
づ
き
「
附
属

　
　
　
機
関
に
準
ず
る
も
の
」
を
設
置
し
て
き
た
が
、
平
成
23年

９
月
に
「
附
属
機
関
等
の
見
直
し
の
指

　
　
　
針
」
を
策
定
し
、
平
成
24年
４
月
か
ら
新
た
に
制
定
し
た
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
よ
う
改
善
し

　
　
　
た
。

　
　
　
　
名
古
屋
市
は
、
平
成
24年

12月
21日
に
、
平
成
22年
の
嘱
託
職
員
採
用
試
験
で
、
市
幹
部
ら
が
受

　
　
　
験
し
た
男
性
の
点
数
を
水
増
し
す
る
な
ど
し
て
不
正
に
合
格
さ
せ
て
い
た
と
発
表
し
た
。
名
古
屋
市

　
　
　
長
は
、
嘱
託
職
員
の
不
正
採
用
事
件
に
関
す
る
調
査
と
再
発
防
止
の
た
め
、
近
く
愛
知
県
弁
護
士
会

　
　
　
に
人
選
を
依
頼
し
、
６
人
程
度
の
弁
護
士
か
ら
な
る
独
立
の
調
査
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
る
考
え
を
明

　
　
　
ら
か
に
し
た
。

　
　
　
　
専
門
家
委
員
会
の
委
員
と
し
て
３
人
の
弁
護
士
を
行
政
機
関
内
部
で
選
任
し
た
大
分
県
教
育
委
員

　
　
　
会
と
は
異
な
り
、
名
古
屋
市
長
は
、
法
第
174条

に
基
づ
く
専
門
委
員
と
し
て
、
愛
知
県
弁
護
士
会

　
　
　
に
人
選
を
お
願
い
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
委
員
の
法
的
根
拠
が
明
確
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
選
任
を

　
　
　
弁
護
士
会
に
委
ね
た
点
に
お
い
て
、
大
分
県
教
育
委
員
会
と
は
異
な
り
、
第
三
者
性
も
確
保
し
よ
う

　
　
　
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
法
第
138条

の
４
第
３
項
、
附
属
機
関
の
条
例
主
義
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
私
的
諮
問
機
関
と

　
　
　
し
て
要
綱
で
設
置
し
て
き
た
自
治
体
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
近
時
、
そ
の
委
員
の
報
償

　
　
　
費
の
支
出
を
違
法
と
追
究
す
る
住
民
訴
訟
が
生
じ
、
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
は
、
地
裁
、
高
裁
含
め

　
　
　
て
７
つ
の
判
決
が
全
て
要
綱
設
置
が
違
法
で
あ
る
と
の
判
示
を
し
て
い
る
。

　
　
⑵
　
専
門
家
委
員
会
は
、
大
分
県
教
育
委
員
会
内
部
の
要
綱
に
よ
っ
て
公
務
員
の
み
を
求
償
権
行
使
の

　
　
　
対
象
者
と
し
た
。
し
か
も
捜
査
権
が
な
い
と
い
っ
て
不
正
な
合
格
依
頼
を
し
た
者
や
口
利
き
を
し
た

　
　
　
者
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
内
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
　
　
の
調
査
結
果
報
告
書
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
客
観
性
の
乏
し
い
内
部
調
査
で
は
、
真
に
処

　
　
　
罰
さ
れ
る
べ
き
者
た
ち
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
⑶
　
長
い
間
、
自
浄
作
用
が
働
い
て
こ
な
か
っ
た
大
分
県
教
育
委
員
会
が
行
政
内
部
で
ご
都
合
主
義
の

　
　
　
処
理
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ク
リ
ー
ン
ハ
ン
ド
の
原
則
に
則
っ
て
第
三
者
の
手
に
委
ね
る
べ
き
で
あ

　
　
　
る
。

　
３
　
監
査
対
象
機
関
の
陳
述

　
　
　
監
査
対
象
機
関
は
、
平
成
25年
２
月
５
日
に
概
ね
以
下
の
よ
う
な
陳
述
を
行
っ
た
。
な
お
、
監
査
対

　
　
象
機
関
の
陳
述
時
に
、
法
第
242条

第
７
項
の
規
定
に
よ
り
、
請
求
人
の
立
会
い
を
認
め
た
。

　
　
⑴
　
損
害
賠
償
金
支
払
の
経
緯
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
平
成
20年
に
教
員
採
用
選
考
試
験
を
巡
る
贈
収
賄
事
件
が
発
覚
し
、
事
件
の
捜
査
の
過
程
で
、
同

　
　
　
事
件
に
関
わ
り
逮
捕
さ
れ
た
大
分
県
教
育
委
員
会
職
員
に
よ
り
、
複
数
の
不
正
な
点
数
操
作
が
行
わ

　
　
　
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
過
去
の
教
員
採
用
選
考
試
験
の
解
答
用
紙
は
既
に
廃
棄
さ
れ

　
　
　
て
い
た
た
め
、
大
分
県
教
育
委
員
会
は
、
入
力
・
集
計
を
行
っ
た
パ
ソ
コ
ン
等
の
デ
ー
タ
か
ら
、
点

　
　
　
数
の
改
ざ
ん
等
の
有
無
や
、
点
数
の
改
ざ
ん
等
が
あ
っ
た
場
合
の
本
来
の
点
数
と
改
ざ
ん
後
の
点
数

　
　
　
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
18年
度
及
び
平
成
19年
度
の
２
箇
年
で
実
施
さ
れ
た
教

　
　
　
員
採
用
試
験
に
お
い
て
、
大
分
県
教
育
委
員
会
職
員
が
不
正
な
点
数
操
作
を
行
っ
て
「
試
験
成
績
一

　
　
　
覧
表
」
を
改
ざ
ん
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
来
不
合
格
と
な
る
べ
き
者
が
合
格
し
、
そ
の
結
果
、
本
来

　
　
　
合
格
し
て
い
た
54人
が
不
合
格
と
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
　
　
　
大
分
県
は
、
本
来
合
格
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
正
な
点
数
操
作
の
結
果
に
よ
り
不
合
格

　
　
　
と
な
っ
た
者
54人
が
被
っ
た
経
済
的
・
精
神
的
損
害
に
つ
い
て
、
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
の
規

　
　
　
定
を
根
拠
と
し
て
和
解
の
た
め
の
話
合
い
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
54人
の
被
害
者
の
方
々
と
個
別
に

　
　
　
和
解
の
た
め
の
話
合
い
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
大
分
県
の
示
し
た
和
解
案
に
同
意
を
い
た
だ
き
和
解

　
　
　
協
議
の
整
っ
た
53人

に
対
し
て
、
大
分
県
議
会
の
議
決
を
経
て
、
損
害
賠
償
金
を
総
額
9,045万

円
　
　
　
支
払
っ
た
。

　
　
⑵
　
求
償
権
に
係
る
検
討
に
つ
い
て

　
　
　
　
大
分
県
は
、
本
来
合
格
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
正
な
点
数
操
作
の
結
果
に
よ
り
不
合
格

　
　
　
と
な
り
、
被
害
を
被
っ
た
53人
に
対
し
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を

　
　
　
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
同
条
第
２
項
の
加
害
公
務
員
に
対
す
る
求
償
権
の
有
無
及
び
そ
の
範

　
　
　
囲
の
検
討
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
。

　
　
　
　
本
来
、
大
分
県
は
、
53人
に
支
払
っ
た
賠
償
金
に
つ
い
て
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
求
償
権
を
有
す

　
　
　
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
、
法
的
に
誰
が
求
償
権
の
対
象
者
と
な
り
得
る

　
　
　
の
か
、
求
償
対
象
者
に
故
意
又
は
重
過
失
と
い
う
法
律
的
な
要
件
が
備
わ
っ
て
い
る
の
か
な
ど
求
償

　
　
　
権
の
根
拠
・
要
件
を
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
検
討
作
業
に
は
、
高
度
な
法
律
的

　
　
　
判
断
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
求
償
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
参
考
と
な
る
先
例
も
極
め
て
少
な
か

　
　
　
っ
た
こ
と
か
ら
、
複
数
の
外
部
の
法
律
専
門
家
に
客
観
的
な
意
見
を
聴
い
た
上
で
適
切
に
判
断
す
る

　
　
　
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
大
分
県
教
育
委
員
会
の
議
決
に
よ
り
、
専
門
家
委
員
会
を
設

　
　
　
置
し
た
。

　
　
　
　
専
門
家
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
23年
１
月
か
ら
同
年
７
月
ま
で
の
間
に
６
回
に
及
ぶ
審
議
を
経

　
　
　
て
、
「
求
償
権
に
係
る
検
討
結
果
報
告
書
」
（
以
下
「
検
討
結
果
報
告
書
」
と
い
う
。
）
が
ま
と
め

　
　
　
ら
れ
た
。

　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
請
求
人
は
、
民
法
上
の
求
償
権
に
つ
い
て
も
検
討
審
議
す
べ
き
と
こ
ろ
、
大
分
県
教

　
　
　
育
委
員
会
が
国
家
賠
償
法
の
求
償
権
に
関
し
て
の
み
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
求
償
対
象
者
を
公
務
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五

　
　
　
員
に
限
定
し
た
こ
と
は
裁
量
権
の
逸
脱
・
濫
用
に
ほ
か
な
ら
ず
、
専
門
家
委
員
会
の
検
討
結
果
に
基

　
　
　
づ
く
求
償
権
の
行
使
は
違
法
か
つ
不
当
で
あ
る
旨
の
主
張
を
し
て
い
る
が
、
大
分
県
は
、
公
権
力
の

　
　
　
行
使
で
あ
る
採
用
選
考
試
験
事
務
に
お
い
て
試
験
事
務
を
掌
理
な
い
し
従
事
し
て
い
た
職
員
が
行
っ

　
　
　
た
点
数
操
作
と
い
う
不
正
行
為
に
関
し
、
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
損
害
賠
償

　
　
　
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
公
権
力
の
行
使
の
概
念
は
、
国
家
賠
償
法
第
１
条
と
民
法
不
法
行
為
規

　
　
　
定
の
適
用
を
分
け
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
、
公
務
員
の
職
務
行
為
が
公
権
力
の
行
使
に
該
当

　
　
　
す
る
な
ら
ば
、
国
家
賠
償
法
第
１
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
民
法
不
法
行
為

　
　
　
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
公
権
力
の
行
使
で
あ
る
採
用
選
考
試
験
事
務
に
係
る
違
法
行
為
が
問
題
と
な
る
本

　
　
　
件
は
、
国
家
賠
償
法
が
適
用
さ
れ
る
事
案
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、
請
求
人
の
主
張
す
る

　
　
　
「
民
法
上
の
求
償
権
」
を
検
討
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
提
に
お
い
て
誤
り
が
あ
る
と
考
え

　
　
　
る
。
「
公
務
員
で
な
い
者
を
意
図
的
に
排
除
」
す
る
趣
旨
で
、
国
家
賠
償
法
を
適
用
し
た
も
の
で
は

　
　
　
な
い
。

　
　
⑶
　
求
償
額
の
算
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
専
門
家
委
員
会
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
求
償
額
の
算
定
に
当
た
り
、
大
分
県
教
育
委
員
会
内
で
検

　
　
　
討
結
果
報
告
書
に
示
さ
れ
た
６
項
目
の
諸
事
情
に
つ
い
て
、
大
分
県
教
育
委
員
会
の
指
導
監
督
上
の

　
　
　
落
ち
度
に
よ
る
過
失
相
殺
を
ど
の
程
度
考
慮
す
べ
き
か
、
破
産
宣
告
や
死
亡
に
よ
る
回
収
の
困
難

　
　
　
性
、
退
職
手
当
の
返
納
が
ま
れ
で
あ
る
中
全
額
が
返
納
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

　
　
　
慮
す
べ
き
か
等
、
種
々
の
観
点
か
ら
慎
重
に
全
体
的
、
総
合
的
に
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大

　
　
　
分
県
の
財
産
管
理
、
大
分
県
の
実
質
的
な
負
担
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
元
教
育
審
議
監
か
ら
返
納

　
　
　
さ
れ
た
退
職
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
を
目
安
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
。

　
　
⑷
　
求
償
権
の
行
使
に
つ
い
て

　
　
　
　
平
成
23年
８
月
23日
に
、
求
償
対
象
者
あ
て
、
求
償
権
に
係
る
文
書
通
知
を
発
送
し
、
個
別
に
説

　
　
　
明
・
弁
済
に
つ
い
て
の
話
合
い
を
続
け
、
弁
済
に
つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
弁
済
の
額

　
　
　
を
決
定
し
、
納
入
通
知
書
を
発
送
し
弁
済
を
求
め
た
。

　
　
⑸
　
寄
附
の
受
納
及
び
求
償
に
対
す
る
補
塡
に
つ
い
て

　
　
　
　
平
成
24年
２
月
１
日
に
「
平
成
18年
度
及
び
平
成
19年
度
実
施
の
教
員
採
用
選
考
試
験
に
係
る
賠

　
　
　
償
金
に
つ
い
て
、
大
分
県
教
育
委
員
会
が
求
償
対
象
者
７
人
に
対
し
て
支
払
を
求
め
て
い
る
計

　
　
　
9,479,488円

に
つ
き
、
求
償
額
の
財
源
の
一
部
を
寄
附
す
る
」
と
し
て
、
総
額
500万

円
の
寄
附
の

　
　
　
申
込
み
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
同
月
２
日
付
け
で
受
納
し
、
求
償
額
の
財
源
の
一
部
に
充
当
し
た
。

　
　
　
　
求
償
に
対
す
る
補
塡
の
状
況
は
、
求
償
対
象
者
か
ら
の
支
払
と
教
育
長
経
験
者
及
び
事
件
発
生
以

　
　
　
後
の
教
育
委
員
か
ら
の
寄
附
に
よ
り
全
額
が
補
塡
さ
れ
、
大
分
県
の
「
実
質
的
な
負
担
」
な
い
し

　
　
　
「
実
質
的
な
損
失
」
と
い
う
見
地
か
ら
す
る
と
、
最
終
的
に
は
大
分
県
の
実
質
的
な
負
担
が
生
じ
な

　
　
　
い
結
果
と
な
っ
た
。

　
４
　
監
査
対
象
事
項

　
　
⑴
　
監
査
対
象
か
ら
除
外
す
る
事
項

　
　
　
　
法
第
242条

第
２
項
は
、
住
民
監
査
請
求
は
「
当
該
行
為
の
あ
つ
た
日
又
は
終
わ
つ
た
日
か
ら
１

　
　
　
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き

　
　
　
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
そ
し
て
、
「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
普
通
地
方
公
共

　
　
　
団
体
の
住
民
が
相
当
の
注
意
力
を
も
っ
て
調
査
す
れ
ば
客
観
的
に
見
て
監
査
請
求
を
す
る
に
足
り
る

　
　
　
程
度
に
当
該
行
為
の
存
在
及
び
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
解
さ
れ
る
時
か
ら
相
当
な
期
間
内
に

　
　
　
監
査
請
求
を
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
（
平
成
14年
９
月
12日
最
高
裁
判
所
判

　
　
　
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
本
件
請
求
に
お
い
て
請
求
人
が
主
張
す
る
Ａ
が
返
納
し
た
退
職
金
32,545,896円

を
求
償
総
額
か

　
　
　
ら
減
額
し
た
と
い
う
事
実
は
、
平
成
23年
８
月
10日
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
同
日
の
大
分

　
　
　
合
同
新
聞
、
同
月
19日
の
朝
日
新
聞
な
ど
で
一
般
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

　
　
　
っ
て
、
当
該
請
求
の
う
ち
「
Ａ
元
教
育
審
議
監
が
返
納
し
た
退
職
金
32,545,896円

を
求
償
総
額
か

　
　
　
ら
減
額
し
た
こ
と
は
違
法
か
つ
不
当
で
あ
る
か
ら
、
当
該
減
額
処
分
の
決
裁
等
に
関
与
し
た
小
矢
文

　
　
　
則
元
教
育
長
及
び
そ
の
他
の
職
員
並
び
に
本
来
的
な
予
算
執
行
権
者
で
あ
る
広
瀬
勝
貞
大
分
県
知
事

　
　
　
ら
に
、
大
分
県
が
32,545,896円

に
つ
い
て
損
害
賠
償
請
求
す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
」
を
求
め
る

　
　
　
部
分
に
つ
い
て
、
Ａ
が
返
納
し
た
退
職
手
当
32,545,896円

を
求
償
総
額
か
ら
減
額
す
る
と
い
う
財

　
　
　
務
会
計
行
為
の
あ
っ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
、
１
年
を
経
過
し
た
こ
と
に
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

　
　
　
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
財
務
会
計
行
為
を
監
査
対
象
事
項
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し

　
　
　
た
。

　
　
⑵
　
監
査
対
象
事
項

　
　
　
　
平
成
18年
度
及
び
平
成
19年
度
に
実
施
し
た
教
員
採
用
選
考
試
験
に
お
い
て
大
分
県
教
育
委
員
会

　
　
　
が
行
っ
た
不
正
な
点
数
操
作
に
よ
る
被
害
者
54人
の
う
ち
、
53人
に
対
し
て
大
分
県
が
支
払
っ
た
損

　
　
　
害
賠
償
金
の
総
額
9,045万

円
か
ら
、
求
償
対
象
者
ら
が
支
払
っ
た
合
計
4,479,488円

を
差
し
引
い

　
　
　
た
85,970,512円

に
相
当
す
る
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
の
有
無
等
に
つ
い
て
監
査
し
た
。

　
５
　
監
査
の
実
施

　
　
　
監
査
対
象
機
関
に
対
し
、
平
成
25年
２
月
８
日
に
職
員
監
査
を
実
施
し
、
同
月
19日
に
委
員
監
査
を

　
　
実
施
し
た
。

第
３
　
監
査
の
結
果
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本
件
請
求
に
つ
い
て
は
、
合
議
に
よ
り
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

　
　
　
「
本
件
請
求
は
、
理
由
が
な
い
も
の
と
し
て
棄
却
す
る
。
」

　
　
　
以
下
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
１
　
事
実
関
係
の
確
認

　
　
⑴
　
損
害
賠
償
金
の
支
払
に
つ
い
て

　
　
　
　
平
成
18年

度
に
実
施
さ
れ
た
大
分
県
公
立
学
校
教
員
採
用
小
・
中
学
校
教
諭
選
考
試
験
（
以
下

　
　
　
「
18年
度
実
施
の
選
考
試
験
」
と
い
う
。
）
並
び
に
平
成
19年
度
に
実
施
さ
れ
た
大
分
県
公
立
学
校

　
　
　
教
員
採
用
小
・
中
学
校
教
諭
及
び
養
護
教
諭
選
考
試
験
（
以
下
「
19年
度
実
施
の
選
考
試
験
」
と
い

　
　
　
い
、
18年

度
実
施
の
選
考
試
験
と
19年

度
実
施
の
選
考
試
験
を
併
せ
て
「
本
件
選
考
試
験
」
と
い

　
　
　
う
。
）
に
お
い
て
、
大
分
県
教
育
庁
職
員
が
不
正
な
点
数
操
作
を
行
っ
て
「
試
験
成
績
一
覧
表
」
を

　
　
　
改
ざ
ん
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
来
不
合
格
と
な
る
べ
き
者
が
合
格
し
、
こ
の
結
果
、
合
格
し
て
い
た

　
　
　
54人
が
不
合
格
と
な
っ
た
（
以
下
本
件
選
考
試
験
に
お
い
て
不
正
な
点
数
操
作
の
結
果
に
よ
り
不
合

　
　
　
格
と
な
っ
た
者
を
「
被
害
者
」
と
い
う
。
）
。

　
　
　
　
大
分
県
は
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
54人
と
個
別
に
和
解
協
議
を
進
め
、
ま
ず
協
議
の
整
っ
た
50人
と

　
　
　
総
額
8,705万

円
の
損
害
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
な
ど
を
内
容
と
し
た
和
解
を
す
る
こ
と
及
び
こ
れ

　
　
　
に
関
係
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
平
成
22年
第
４
回
大
分
県
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
後
、
同

　
　
　
年
12月

27日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
方
の
指
定
す
る
口
座
に
振
り
込
む
方
法
に
よ
り
、
総
額
8,705万

　
　
　
円
の
損
害
賠
償
金
を
支
払
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
協
議
の
整
っ
た
３
人
と
総
額
340万

円
の
損
害
賠

　
　
　
償
金
を
支
払
う
こ
と
な
ど
を
内
容
と
し
た
和
解
を
す
る
こ
と
及
び
こ
れ
に
関
係
す
る
補
正
予
算
に
つ

　
　
　
い
て
、
平
成
23年
第
１
回
大
分
県
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
後
、
同
年
３
月
９
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
相
手
方
の
指
定
す
る
口
座
に
振
り
込
む
方
法
に
よ
り
、
総
額
340万

円
の
損
害
賠
償
金
を
支
払
っ

　
　
　
た
。

　
　
⑵
　
48,424,616円

の
寄
附
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
本
件
選
考
試
験
に
お
け
る
被
害
者
54人
に
対
し
て
、
国
家
賠
償
法
の
規
定
に
基
づ
き
損
害
賠
償
金

　
　
　
を
公
金
で
支
払
う
こ
と
に
つ
い
て
県
民
の
理
解
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
教
育
委
員
、

　
　
　
教
育
長
を
は
じ
め
大
分
県
教
育
委
員
会
管
理
監
督
職
員
、
県
立
・
市
町
村
立
学
校
の
管
理
職
職
員
等

　
　
　
と
し
て
、
教
員
採
用
に
係
る
一
連
の
事
件
を
教
育
界
全
体
と
し
て
受
け
止
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
合
格

　
　
　
し
て
い
た
者
の
確
実
か
つ
早
期
の
救
済
に
向
け
た
姿
勢
を
示
す
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
の
職

　
　
　
員
等
に
任
意
に
協
力
金
の
拠
出
を
求
め
る
依
頼
が
な
さ
れ
た
。

　
　
　
　
こ
の
依
頼
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
者
は
、
本
件
選
考
試
験
に
お
け
る
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
金
の
支

　
　
　
払
に
協
力
す
る
旨
や
任
意
に
拠
出
す
る
金
額
等
を
記
載
し
た
「
特
別
支
援
事
業
へ
の
参
加
同
意
書
」

　
　
　
に
署
名
し
、
提
出
し
た
。

　
　
　
　
こ
れ
ら
の
拠
出
金
は
、
財
団
法
人
大
分
県
教
職
員
互
助
会
の
口
座
に
集
約
さ
れ
た
後
、
平
成
23年

　
　
　
２
月
８
日
に
48,010,955円

の
寄
附
申
込
み
が
、
平
成
23年

３
月
10日

に
413,661円

の
寄
附
申
込
み

　
　
　
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
分
県
知
事
広
瀬
勝
貞
あ
て
に
な
さ
れ
た
。

　
　
　
　
こ
れ
ら
の
寄
附
申
込
み
を
受
け
て
、
大
分
県
は
、
48,010,955円

の
寄
附
に
つ
い
て
は
平
成
23年

　
　
　
２
月
14日
に
「
教
員
採
用
選
考
試
験
賠
償
金
」
の
財
源
に
充
当
す
る
こ
と
と
し
て
受
納
す
る
こ
と
を

　
　
　
決
定
し
、
413,661円

の
寄
附
に
つ
い
て
は
平
成
23年

３
月
16日

に
「
教
員
採
用
選
考
試
験
賠
償

　
　
　
金
」
の
財
源
に
充
当
す
る
こ
と
と
し
て
受
納
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
平
成
23年
第
１
回
大

　
　
　
分
県
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
寄
附
金
4,801万

円
を
受
け
当
該
寄
附
金
を
損
害
賠
償
金
の
財
源
と

　
　
　
す
る
補
正
予
算
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　
　
　
　
な
お
、
48,010,955円

の
寄
附
金
の
納
付
は
平
成
23年

２
月
15日

に
、
413,661円

の
寄
附
金
の
納

　
　
　
付
は
同
年
３
月
17日
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
⑶
　
専
門
家
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
　
平
成
22年
第
４
回
大
分
県
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
堤
栄
三
議
員
か
ら
の
国
家
賠
償
法
第
１
条
第

　
　
　
２
項
の
求
償
権
の
行
使
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、
小
矢
教
育
長
は
、
「
求
償
権
の
根
拠
、
要
件
を

　
　
　
確
認
す
る
作
業
は
高
度
な
法
律
的
判
断
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
た
、
全
国
的
に
も

　
　
　
参
考
と
な
る
先
例
は
極
め
て
少
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
複
数
の
外
部
の
法
律
専

　
　
　
門
家
に
客
観
的
な
ご
意
見
を
聞
い
た
上
で
適
切
に
判
断
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

　
　
　
す
」
と
答
弁
し
た
。

　
　
　
　
ま
た
、
平
成
22年

12月
24日
に
開
催
し
た
平
成
22年
度
大
分
県
教
育
委
員
会
12月
臨
時
会
で
、
小

　
　
　
矢
教
育
長
は
、
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
に
関
し
、
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
求

　
　
　
償
権
に
つ
い
て
検
討
・
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
法
律
家
３
名
を
も
っ
て
構
成
す
る
専
門
家
委

　
　
　
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
「
求
償
権
に
係
る
専
門
家
委
員
会
設
置
要
綱
（
案
）
」
に

　
　
　
よ
っ
て
専
門
家
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
、
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
ま

　
　
　
た
、
同
臨
時
会
で
専
門
家
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
委
員
は
、

　
　
　
平
成
23年
１
月
19日
に
大
分
県
教
育
委
員
会
か
ら
、
求
償
権
に
係
る
専
門
家
委
員
会
委
員
に
委
嘱
さ

　
　
　
れ
た
。

　
　
　
　
専
門
家
委
員
会
は
、
平
成
23年
１
月
19日
、
同
年
２
月
18日
、
同
年
４
月
６
日
、
同
月
27日
、
同

　
　
　
年
６
月
14日
、
同
年
７
月
26日
の
計
６
回
開
催
さ
れ
、
①
本
件
選
考
試
験
に
お
け
る
不
正
行
為
の
内

　
　
　
容
、
②
不
正
行
為
に
関
与
し
た
者
に
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
る
か
、
③
不
正
行
為
に
関
与
し
た

　
　
　
者
に
対
し
て
求
償
権
が
成
立
す
る
か
、
ま
た
、
求
償
権
が
成
立
す
る
と
し
て
ど
の
範
囲
で
求
償
を
求

　
　
　
め
る
の
が
妥
当
か
、
に
つ
い
て
検
討
し
、
第
６
回
委
員
会
に
お
い
て
検
討
結
果
報
告
書
を
ま
と
め
、

　
　
　
大
分
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
た
。



平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）

七

　
　
⑷
　
Ａ
の
退
職
手
当
の
返
納
に
つ
い
て

　
　
　
　
Ａ
は
、
平
成
18年

11月
18日

付
け
で
大
分
県
を
退
職
し
、
退
職
手
当
32,545,896円

を
支
給
さ
れ

　
　
　
た
。
そ
の
後
、
Ａ
が
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

　
　
　
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
分
県
教
育
委
員
会
は
、
同
人
に
対
し
て
、
平
成
20年

12月
25日
に
、
職
員
の
退

　
　
　
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
28年

大
分
県
条
例
第
105号

）
第
12条

の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ

　
　
　
り
、
支
給
さ
れ
た
退
職
手
当
の
全
額
に
つ
い
て
返
納
を
命
じ
た
。

　
　
　
　
支
給
さ
れ
た
退
職
手
当
32,545,896円

の
う
ち
、
差
引
現
金
支
給
額
分
30,997,796円

と
未
徴
収
県

　
　
　
市
町
村
民
税
分
236,400円

を
合
わ
せ
た
31,234,196円

に
つ
い
て
平
成
21年

１
月
20日

に
返
納
さ

　
　
　
れ
、
所
得
税
分
864,400円

に
つ
い
て
は
同
年
２
月
20日

に
大
分
税
務
署
長
か
ら
、
県
民
税
分

　
　
　
107,400円

及
び
市
町
村
民
税
分
339,900円

に
つ
い
て
は
同
月
12日

に
由
布
市
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
大
分
県
に
還
付
さ
れ
た
。

　
　
⑸
　
求
償
額
の
算
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
小
矢
教
育
長
は
、
平
成
23年
８
月
10日
に
開
催
し
た
平
成
23年
度
第
９
回
大
分
県
教
育
委
員
会
に

　
　
　
お
い
て
教
育
委
員
に
協
議
し
た
上
で
、
求
償
対
象
者
と
求
償
額
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
決
定
し

　
　
　
た
。

　
　
　
①
　
大
分
県
が
被
害
者
53人

に
対
し
て
支
払
っ
た
損
害
賠
償
金
総
額
9,045万

円
か
ら
上
記
第
３
の

　
　
　
　
１
⑵
の
寄
附
金
48,424,616円

を
控
除
し
た
42,025,384円

か
ら
、
Ａ
か
ら
返
納
さ
れ
た
退
職
手
当

　
　
　
　
の
額
に
相
当
す
る
額
32,545,896円

を
控
除
し
て
得
た
額
9,479,488円

を
求
償
額
と
す
る
。

　
　
　
②
　
求
償
額
9,479,488円

を
18年
度
実
施
の
選
考
試
験
分
及
び
19年
度
実
施
の
選
考
試
験
分
に
係
る

　
　
　
　
賠
償
金
額
に
応
じ
て
按
分
す
る
と
、
各
年
度
の
求
償
額
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
と
な
る
。

　
　
　
　
・
18年
度
実
施
の
選
考
試
験
分

　
　
　
　
　
　
9,479,488円

×
32,798,948円

÷
42,025,384円

≒
7,398,320円

　
　
　
　
・
19年
度
実
施
の
選
考
試
験
分

　
　
　
　
　
　
9,479,488円

×
9,226,436円

÷
42,025,384円

≒
2,081,168円

　
　
　
③
　
検
討
結
果
報
告
書
及
び
上
記
の
と
お
り
算
出
し
た
求
償
額
を
踏
ま
え
、
各
年
度
ご
と
の
求
償
対

　
　
　
　
象
者
及
び
求
償
額
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
　
・
18年
度
実
施
の
選
考
試
験
分

　
　
　
　
　
　
Ａ
、
Ｆ
及
び
Ｇ
に
対
し
て
、
連
帯
し
て
7,398,320円

の
支
払
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
Ｃ
及
び
Ｄ
に
対
し
て
、
連
帯
し
て
18年
度
実
施
の
選
考
試
験
分
に
係
る
求
償
額
7,398,320円

　
　
　
　
　
の
う
ち
444,687円

（
1,971,429円

（
平
成
18年

度
に
係
る
賠
償
金
の
う
ち
小
学
校
教
諭
選
考

　
　
　
　
　
試
験
に
お
け
る
賠
償
金
の
平
均
額
１
人
分
）
×
7,398,320円

÷
32,798,948円

）
の
支
払
を
求

　
　
　
　
　
め
る
。

　
　
　
　
・
19年
度
実
施
の
選
考
試
験
分

　
　
　
　
　
　
Ｆ
、
Ｇ
及
び
Ｂ
に
対
し
て
、
連
帯
し
て
2,081,168円

の
支
払
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
Ｅ
に
対
し
て
、
19年

度
実
施
の
選
考
試
験
分
に
係
る
求
償
額
2,081,168円

の
う
ち
208,648

　
　
　
　
　
円
（
925,000円

（
平
成
19年

度
に
係
る
賠
償
金
の
う
ち
小
学
校
教
諭
選
考
試
験
に
お
け
る
賠

　
　
　
　
　
償
金
の
平
均
額
１
人
分
）
×
2,081,168円

÷
9,226,436円

）
の
支
払
を
求
め
る
。

　
　
⑹
　
求
償
権
の
行
使
の
状
況
等
に
つ
い
て

　
　
　
①
　
上
記
第
３
の
１
⑸
に
よ
り
決
定
し
た
求
償
対
象
者
及
び
求
償
額
に
基
づ
き
、
大
分
県
教
育
委
員

　
　
　
　
会
教
育
長
は
、
Ａ
に
対
し
Ｆ
及
び
Ｇ
と
連
帯
し
て
7,398,320円

の
支
払
を
、
Ｆ
に
対
し
Ａ
及
び
Ｇ

　
　
　
　
と
連
帯
し
て
18年
度
実
施
の
選
考
試
験
分
に
係
る
7,398,320円

並
び
に
Ｇ
及
び
Ｂ
と
連
帯
し
て
19

　
　
　
　
年
度
実
施
の
選
考
試
験
分
に
係
る
2,081,168円

の
支
払
を
、
Ｇ
の
相
続
人
に
対
し
Ａ
及
び
Ｆ
と
連

　
　
　
　
帯
し
て
18年
度
実
施
の
選
考
試
験
分
に
係
る
7,398,320円

並
び
に
Ｆ
及
び
Ｂ
と
連
帯
し
て
19年
度

　
　
　
　
実
施
の
選
考
試
験
分
に
係
る
2,081,168円

の
支
払
を
、
Ｂ
に
対
し
Ｆ
及
び
Ｇ
と
連
帯
し
て

　
　
　
　
2,081,168円

の
支
払
を
、
Ｃ
及
び
Ｄ
に
対
し
連
帯
し
て
444,687円

の
支
払
を
、
Ｅ
に
対
し

　
　
　
　
208,648円

の
支
払
を
、
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
旨
を
平
成
23年

8月
23日
付
け
の
書
面
で
通
知
し
た
。

　
　
　
②
　
そ
の
後
、
各
求
償
対
象
者
等
と
そ
の
支
払
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
結
果
、
Ｃ
及
び
Ｄ
並
び
に
Ｅ

　
　
　
　
と
上
記
金
額
の
支
払
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
大
分
県
教
育
庁
教
育
人
事
課
長
（
以

　
　
　
　
下
「
教
育
人
事
課
長
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
23年

11月
24日

に
、
653,335円

の
歳
入
の
収
入

　
　
　
　
調
定
を
し
、
同
日
に
、
Ｃ
及
び
Ｄ
に
対
し
て
444,687円

の
納
入
通
知
書
を
、
ま
た
Ｅ
に
対
し
て

　
　
　
　
208,648円

の
納
入
通
知
書
を
送
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
月
29日

に
444,687円

が
、
ま
た
、

　
　
　
　
同
月
30日
に
208,648円

が
、
そ
れ
ぞ
れ
納
付
さ
れ
た
。

　
　
　
③
　
②
の
こ
と
を
受
け
、
Ｂ
と
19年

度
実
施
の
選
考
試
験
分
に
係
る
求
償
額
2,081,168円

か
ら

　
　
　
　
208,648円

を
除
い
た
1,872,520円

の
支
払
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
教
育
人
事
課

　
　
　
　
長
は
、
同
年
12月
９
日
に
同
額
の
歳
入
の
収
入
調
定
を
し
、
同
月
13日
に
Ｂ
に
対
し
て
納
入
通
知

　
　
　
　
書
を
送
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
月
21日
に
1,872,520円

が
納
付
さ
れ
た
。

　
　
　
④
　
平
成
24年
２
月
１
日
に
教
育
委
員
有
志
及
び
教
育
長
経
験
者
有
志
か
ら
、
本
件
選
考
試
験
に
係

　
　
　
　
る
賠
償
金
に
つ
い
て
大
分
県
が
求
償
対
象
者
７
人
に
対
し
て
支
払
を
求
め
て
い
る
計
9,479,488円

　
　
　
　
に
つ
い
て
、
求
償
額
の
財
源
の
一
部
を
寄
附
す
る
も
の
と
し
て
、
500万

円
の
寄
附
申
込
み
が
大

　
　
　
　
分
県
知
事
広
瀬
勝
貞
あ
て
に
な
さ
れ
、
大
分
県
は
、
同
月
２
日
に
求
償
額
の
財
源
の
一
部
に
充
当

　
　
　
　
す
る
こ
と
と
し
て
当
該
寄
附
を
受
納
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
平
成
24年
第
１
回
大
分
県

　
　
　
　
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
教
員
採
用
選
考
試
験
賠
償
求
償
金
補
て
ん
分
と
し
て
寄
附
金
500万

円
　
　
　
　
を
受
け
る
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
な
お
、
500万

円
の
寄
附
金
の
納
付
は
、
平
成
24年
２
月
２
日
に
な
さ
れ
て
い
る
。
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⑤
　
②
及
び
④
の
こ
と
を
受
け
、
18年

度
実
施
の
選
考
試
験
分
に
係
る
求
償
額
7,398,320円

か
ら

　
　
　
　
444,687円

及
び
500万

円
を
除
い
た
1,953,633円

に
つ
い
て
Ａ
に
支
払
を
求
め
る
こ
と
と
し
、
教

　
　
　
　
育
人
事
課
長
は
、
平
成
24年
２
月
２
日
に
1,953,633円

の
歳
入
の
収
入
調
定
を
し
、
同
日
に
Ａ
に

　
　
　
　
対
し
て
納
入
通
知
書
を
送
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
月
７
日
に
1,953,633円

が
納
付
さ
れ
た
。

　
２
　
監
査
対
象
機
関
の
説
明

　
　
⑴
　
専
門
家
委
員
会
の
検
討
及
び
審
議
の
結
果
に
基
づ
い
て
遂
行
さ
れ
た
求
償
権
の
行
使
は
、
違
法
か

　
　
　
つ
不
当
で
あ
る
と
す
る
請
求
人
の
主
張
に
つ
い
て

　
　
　
①
　
専
門
家
委
員
会
を
要
綱
で
設
置
し
た
こ
と
が
法
第
138条

の
４
第
３
項
に
違
反
し
て
い
る
と
す

　
　
　
　
る
請
求
人
の
主
張
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
大
分
県
は
、
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
件
選
考
試
験
に
係
る
被
害
者

　
　
　
　
53人
に
対
し
て
支
払
っ
た
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
加
害
公
務

　
　
　
　
員
に
対
す
る
求
償
権
の
有
無
及
び
そ
の
範
囲
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
損
害

　
　
　
　
賠
償
の
場
合
に
は
、
本
来
、
大
分
県
は
、
53人
に
支
払
っ
た
賠
償
金
に
つ
い
て
、
個
別
の
事
案
ご

　
　
　
　
と
に
求
償
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
法
的

　
　
　
　
に
誰
が
求
償
権
の
対
象
者
と
な
り
得
る
の
か
、
そ
し
て
求
償
対
象
者
に
故
意
又
は
重
過
失
と
い
う

　
　
　
　
法
的
要
件
が
備
わ
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
求
償
す
る
場
合
そ
の
割
合
は
ど
う
な
の
か
な
ど
と
い
っ

　
　
　
　
た
求
償
権
の
根
拠
・
要
件
を
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
検
討
作
業
を

　
　
　
　
行
う
た
め
に
は
高
度
な
法
律
的
判
断
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
参
考
と
な
る
先
例
も
極
め
て
少

　
　
　
　
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
複
数
の
外
部
の
法
律
専
門
家
に
客
観
的
な
意
見
を
聞
い
た
上
で
適
切
に
判

　
　
　
　
断
す
る
た
め
に
、
専
門
家
委
員
会
を
臨
時
的
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
条
例
に
よ
ら
ず
、
要
綱
等
に
基
づ
い
て
委
員
会
等
を
設
置
す
る
こ
と

　
　
　
　
は
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
必
ず
し
も
法
の
規

　
　
　
　
定
に
抵
触
し
な
い
と
考
え
る
。
仮
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
も
、
求
償
権
の
行
使
は
、

　
　
　
　
専
門
家
委
員
会
の
報
告
を
参
考
と
し
て
、
大
分
県
教
育
委
員
会
が
主
体
的
に
判
断
し
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
り
、
求
償
権
行
使
の
適
否
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
②
　
民
法
上
の
求
償
権
に
つ
い
て
も
検
討
審
議
す
べ
き
と
こ
ろ
、
国
家
賠
償
法
の
求
償
権
に
関
し
て

　
　
　
　
の
み
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
求
償
対
象
者
を
公
務
員
に
限
定
し
た
こ
と
は
裁
量
権
の
逸
脱
・
濫

　
　
　
　
用
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
請
求
人
の
主
張
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
大
分
県
は
、
本
件
選
考
試
験
に
お
い
て
試
験
事
務
を
掌
理
な
い
し
従
事
し
て
い
た
職
員
の
行
っ

　
　
　
　
た
不
正
な
点
数
操
作
に
よ
っ
て
「
試
験
成
績
一
覧
表
」
を
改
ざ
ん
す
る
と
い
う
行
為
に
関
し
、
国

　
　
　
　
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
当
該
規
定
は
、
「
公
権
力
の
行
使
に
当
る
公
務
員
」
の
不
法
行
為
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
る
。
「
公
権
力
の
行
使
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
純
粋
な
私
経
済
的
作
用
と
営
造
物
の
設
置
管
理

　
　
　
　
作
用
を
除
く
全
て
の
作
用
が
公
権
力
の
行
使
に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
選

　
　
　
　
考
試
験
の
事
務
が
「
公
権
力
の
行
使
」
に
当
た
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
「
公
権
力
の
行
使
」
の
概
念
は
、
国
家
賠
償
法
第
１
条
と
民
法
不
法
行
為
規
定
の
適
用
を

　
　
　
　
分
け
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
、
公
務
員
の
職
務
行
為
が
「
公
権
力
の
行
使
」
に
該
当
す
る

　
　
　
　
な
ら
ば
、
国
家
賠
償
法
第
１
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
民
法
不
法
行
為

　
　
　
　
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
（
「
行
政
法
概
説
Ⅱ
　
行
政
救
済
法
（
第
２
版
）
」
　
宇
賀

　
　
　
　
克
也
著
　
株
式
会
社
有
斐
閣
発
行
　
p.382）

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
採
用
選
考
試
験
事
務
に
係

　
　
　
　
る
違
法
行
為
が
問
題
と
な
る
本
件
は
、
国
家
賠
償
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
公
務
員
で

　
　
　
　
な
い
者
を
意
図
的
に
排
除
」
す
る
趣
旨
で
同
法
を
適
用
し
た
も
の
で
は
な
い
。
「
民
法
上
の
求
償

　
　
　
　
権
に
つ
い
て
も
検
討
審
議
す
べ
き
」
と
す
る
請
求
人
の
主
張
は
、
そ
の
前
提
に
お
い
て
誤
り
が
あ

　
　
　
　
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
大
分
県
は
、
試
験
事
務
を
掌
理
な
い
し
従
事
し
て
い
な
い
者
が
、
同
事
務
を
掌
理
な
い

　
　
　
　
し
従
事
し
て
い
た
者
に
対
し
、
不
正
な
方
法
で
働
き
か
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
働
き
か
け
を
受
け
た

　
　
　
　
公
務
員
が
違
法
に
公
権
力
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
働
き
か
け
た
者
も
働
き
か
け
を
受
け
た
公
務

　
　
　
　
員
と
一
体
と
な
っ
て
公
権
力
の
行
使
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
者
で
あ
る
と
認
め
る
べ
き
と
の

　
　
　
　
考
え
に
基
づ
き
、
公
権
力
の
行
使
と
し
て
の
採
用
選
考
試
験
事
務
に
携
わ
る
者
で
は
な
く
、
国
家

　
　
　
　
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
「
公
権
力
の
行
使
に
当
る
公
務
員
」
と
は
い
え
な
い
Ｃ
、
Ｄ

　
　
　
　
及
び
Ｅ
を
「
公
権
力
の
行
使
」
を
行
う
公
務
員
に
該
当
す
る
も
の
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理

　
　
　
　
は
、
非
公
務
員
が
不
正
な
採
用
に
か
か
わ
っ
た
場
合
の
非
公
務
員
に
対
す
る
求
償
に
つ
い
て
も
同

　
　
　
　
様
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
⑵
　
19年
度
実
施
の
選
考
試
験
で
不
正
採
用
と
認
定
し
た
21人
に
つ
い
て
、
当
該
21人
及
び
そ
の
家
族

　
　
　
関
係
者
等
を
調
査
せ
ず
、
求
償
権
行
使
の
対
象
を
公
務
員
の
み
に
限
定
し
た
こ
と
は
違
法
か
つ
不
当

　
　
　
で
あ
る
と
す
る
請
求
人
の
主
張
に
つ
い
て

　
　
　
　
教
育
委
員
会
は
、
教
育
を
担
う
行
政
機
関
で
あ
り
、
本
来
的
に
事
実
解
明
を
職
分
と
す
る
機
関
が

　
　
　
有
す
る
強
制
力
の
あ
る
調
査
権
限
を
有
し
て
お
ら
ず
、
実
効
あ
る
調
査
を
行
う
こ
と
に
は
限
界
が
あ

　
　
　
る
。

　
　
　
　
大
分
県
教
育
委
員
会
は
、
行
政
機
関
と
し
て
の
権
限
と
責
任
の
下
で
、
過
去
10年
間
の
所
属
長
や

　
　
　
人
事
担
当
者
101人

へ
の
事
情
聴
取
、
当
時
の
小
・
中
・
県
立
学
校
の
校
長
・
教
頭
1,067人

に
対
す

　
　
　
る
文
書
に
よ
る
調
査
な
ど
最
大
限
可
能
な
限
り
の
調
査
を
実
施
し
て
、
平
成
20年
８
月
29日
に
調
査

　
　
　
結
果
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
て
い
る
。

　
　
　
　
出
頭
命
令
、
資
料
の
提
出
命
令
、
虚
偽
の
陳
述
に
対
す
る
制
裁
と
い
っ
た
強
制
力
の
あ
る
調
査
権
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九

　
　
　
限
を
有
し
て
い
な
い
行
政
機
関
で
あ
る
大
分
県
教
育
委
員
会
が
、
19年
度
実
施
の
選
考
試
験
で
取
消

　
　
　
対
象
と
認
定
さ
れ
た
21人
に
つ
い
て
、
実
効
あ
る
調
査
を
行
う
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
誰
が
誰
に

　
　
　
い
つ
ど
の
よ
う
な
依
頼
を
し
た
の
か
、
そ
の
方
法
や
内
容
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え

　
　
　
る
。

　
　
⑶
　
48,424,616円

の
寄
附
金
を
支
払
っ
た
者
が
求
償
対
象
者
で
あ
る
と
の
根
拠
が
不
明
で
あ
る
か

　
　
　
ら
、
当
該
寄
附
金
額
を
求
償
総
額
か
ら
差
し
引
い
た
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
の
請
求
人
の
主
張
に
つ

　
　
　
い
て

　
　
　
　
寄
附
の
趣
旨
は
、
「
教
員
採
用
に
係
る
一
連
の
事
件
を
教
育
界
全
体
と
し
て
受
け
止
め
る
と
と
も

　
　
　
に
、
賠
償
金
が
一
般
財
源
、
す
な
わ
ち
県
民
の
税
金
に
よ
り
支
払
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
教
育
委

　
　
　
員
会
や
公
立
学
校
の
管
理
職
員
等
と
し
て
、
教
育
再
生
に
向
け
て
の
思
い
を
県
民
に
示
し
、
理
解
を

　
　
　
求
め
る
た
め
に
寄
附
を
行
う
も
の
」
で
あ
り
、
県
議
会
の
議
決
を
経
て
、
「
教
員
採
用
選
考
試
験
賠

　
　
　
償
金
」
の
財
源
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
求
償
権
の
行
使
は
、
加
害
公
務
員
に
対
す
る
制
裁
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
公
共
団
体
の
財
産
管

　
　
　
理
の
目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
分
県
の
実
質
的
負
担
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

　
　
　
る
。

　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
寄
附
金
（
協
力
金
）
を
控
除
し
た
こ
と
に
違
法
、
不
当
は
な
く
、
適
正
で
あ
る
と

　
　
　
考
え
て
い
る
。

　
　
⑷
　
Ａ
が
返
納
し
た
退
職
手
当
約
3,254万

円
を
求
償
総
額
か
ら
差
し
引
い
た
こ
と
は
違
法
か
つ
不
当

　
　
　
で
あ
る
と
の
請
求
人
の
主
張
に
つ
い
て

　
　
　
　
検
討
結
果
報
告
書
の
11頁
の
４
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
専
門
家
委
員
会
は
、
求
償
権
の
行

　
　
　
使
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
６
項
目
に
わ
た
る
事
情
を
併
せ
て
考
慮
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
の

　
　
　
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
⑴
　
Ａ
は
、
平
成
18年

11月
か
ら
由
布
市
教
育
長
の
職
に
あ
っ
た
が
、
教
育
長
を
罷
免
さ
れ
る
と

　
　
　
　
　
と
も
に
、
平
成
18年

に
県
を
退
職
し
た
時
に
支
給
を
受
け
て
い
た
退
職
手
当
32,545,896円

を
　
　
　
　
　
平
成
21年
１
月
20日
に
全
額
返
納
し
て
い
る
。

　
　
　
　
⑵
　
Ｆ
、
Ｇ
、
Ｃ
、
Ｄ
及
び
Ｅ
は
、
懲
戒
免
職
処
分
を
受
け
た
た
め
、
合
計
106,155,652円

の
退

　
　
　
　
　
職
手
当
は
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
⑶
　
Ｆ
は
、
平
成
22年
２
月
23日
、
大
分
地
方
裁
判
所
に
よ
り
自
己
破
産
に
よ
る
免
責
許
可
の
決

　
　
　
　
　
定
を
受
け
た
。

　
　
　
　
⑷
　
Ｇ
は
、
平
成
22年

12月
12日
に
死
亡
し
た
。

　
　
　
　
⑸
　
甲
は
、
本
件
の
不
正
行
為
に
関
し
、
Ｇ
の
指
示
に
従
っ
た
も
の
で
補
助
的
立
場
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
そ
し
て
、
同
人
は
、
懲
戒
処
分
と
し
て
、
４
箇
月
の
停
職
処
分
を
受
け
た
。

　
　
　
　
⑹
　
平
成
18年
度
実
施
の
選
考
試
験
に
お
い
て
39人
、
平
成
19年
度
実
施
の
選
考
試
験
に
お
い
て

　
　
　
　
　
22人
の
不
正
な
選
考
が
行
わ
れ
た
が
、
大
分
県
教
育
委
員
会
は
、
不
正
行
為
を
防
止
で
き
な
か

　
　
　
　
　
っ
た
指
導
監
督
上
の
落
ち
度
が
認
め
ら
れ
、
求
償
権
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
信
義
則
上
一
定
程

　
　
　
　
　
度
制
限
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
そ
し
て
、
検
討
結
果
報
告
書
の
「
第
４
　
結
論
」
で
、
「
大
分
県
は
、
求
償
権
の
行
使
に
際
し
て

　
　
　
は
、
損
害
の
公
平
な
分
担
及
び
上
記
第
３
の
４
に
述
べ
た
事
情
等
を
考
慮
し
た
上
で
、
慎
重
に
対
応

　
　
　
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
「
上
記
第
３
の
４
に
述
べ
た
事
情
等
」
と
は
、
上
記

　
　
　
⑴
か
ら
⑹
ま
で
の
６
項
目
の
事
情
で
あ
る
。

　
　
　
　
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
２
項
の
求
償
権
の
行
使
が
、
加
害
公
務
員
に
対
す
る
制
裁
で
は
な
く
、
あ

　
　
　
く
ま
で
も
公
共
団
体
の
財
産
管
理
の
目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
大
分
県
が
支

　
　
　
払
っ
た
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て
の
大
分
県
の
「
実
質
的
な
負
担
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
損
害
の

　
　
　
公
平
な
分
担
及
び
上
記
６
項
目
の
諸
事
情
に
つ
い
て
、
大
分
県
教
育
委
員
会
の
指
導
監
督
上
の
落
ち

　
　
　
度
に
よ
る
過
失
相
殺
を
ど
の
程
度
考
慮
す
べ
き
か
、
破
産
宣
告
や
死
亡
に
よ
る
回
収
の
困
難
性
、
退

　
　
　
職
手
当
の
返
納
が
ま
れ
で
あ
る
中
全
額
が
返
納
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
べ

　
　
　
き
か
等
、
種
々
の
観
点
か
ら
、
全
体
的
、
総
合
的
に
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
分
県
の
実
質

　
　
　
的
な
負
担
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
求
償
額
の
算
定
に
当
た
り
、
Ａ
か
ら
返
納
さ
れ
た
退
職
手
当
の

　
　
　
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
す
る
目
安
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
も
の
で
あ

　
　
　
る
。

　
　
　
　
な
お
、
当
該
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
平
成
18年

12月
に
支
給
さ
れ
、
２
年
後
の
平
成
21年
１
月

　
　
　
に
全
額
が
大
分
県
の
一
般
会
計
に
返
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
多
額
の
退
職
手

　
　
　
当
が
全
額
返
納
さ
れ
た
事
例
は
全
国
的
に
も
非
常
に
ま
れ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
か
ら
返
納
さ
れ
た
退
職
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
を
求
償
額
か
ら
控
除
し

　
　
　
た
こ
と
は
、
違
法
な
い
し
不
当
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
。

　
　
⑸
　
500万

円
の
寄
附
金
を
支
払
っ
た
者
が
求
償
対
象
者
で
あ
る
と
の
根
拠
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
当

　
　
　
該
寄
附
金
額
を
求
償
総
額
か
ら
差
し
引
い
た
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
の
請
求
人
の
主
張
に
つ
い
て

　
　
　
　
500万

円
の
寄
附
は
、
教
育
委
員
有
志
及
び
教
育
長
経
験
者
有
志
か
ら
、
「
平
成
18年

度
及
び
平

　
　
　
成
19年
度
実
施
の
教
員
採
用
選
考
試
験
に
係
る
賠
償
金
に
つ
い
て
、
大
分
県
教
育
委
員
会
が
求
償
対

　
　
　
象
者
７
人
に
対
し
て
支
払
を
求
め
て
い
る
計
9,479,488円

に
つ
き
、
求
償
額
の
財
源
の
一
部
を
寄
附

　
　
　
す
る
も
の
」
と
し
て
申
込
み
の
あ
っ
た
も
の
を
受
納
し
た
の
で
あ
り
、
大
分
県
の
実
質
的
負
担
、
実

　
　
　
質
的
損
失
と
い
う
見
地
か
ら
、
控
除
す
る
の
が
妥
当
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
違
法
な
い
し
不

　
　
　
当
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
　
⑹
　
求
償
額
の
う
ち
違
法
か
つ
不
当
に
求
償
権
を
行
使
し
た
部
分
は
、
賠
償
総
額
9,045万

円
か
ら
求



一
〇

平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）

　
　
　
償
対
象
者
ら
が
支
払
っ
た
合
計
4,479,488円

を
差
し
引
い
た
、
少
な
く
と
も
85,970,512円

で
あ
る

　
　
　
と
の
請
求
人
の
主
張
に
つ
い
て

　
　
　
　
検
討
委
員
会
の
報
告
に
基
づ
き
、
大
分
県
が
支
払
っ
た
賠
償
金
の
総
額
9,045万

円
か
ら
寄
附
金

　
　
　
48,424,616円

を
控
除
し
た
実
質
的
負
担
額
42,025,384円

を
求
償
の
基
準
額
と
す
る
こ
と
と
し
、
そ

　
　
　
し
て
、
同
報
告
の
、
求
償
権
の
行
使
に
際
し
て
は
、
損
害
の
公
平
な
分
担
及
び
６
項
目
の
諸
事
情
を

　
　
　
考
慮
し
て
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
の
見
解
を
踏
ま
え
、
上
記
第
３
の
２
⑷
の
理
由
か
ら
、
Ａ
か
ら
返

　
　
　
納
さ
れ
た
退
職
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
32,545,896円

を
控
除
し
た
9,479,488円

に
つ
い

　
　
　
て
、
求
償
権
を
行
使
し
た
も
の
で
あ
り
、
違
法
、
不
当
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
３
　
判
断

　
　
⑴
　
判
断
の
対
象
事
項

　
　
　
　
住
民
監
査
請
求
書
、
陳
述
の
内
容
及
び
事
実
関
係
の
確
認
の
結
果
に
よ
り
、
本
件
請
求
が
大
分
県

　
　
　
が
被
害
者
53人

に
支
払
っ
た
損
害
賠
償
金
9,045万

円
に
つ
い
て
の
求
償
対
象
者
ら
に
対
す
る
求
償

　
　
　
権
の
行
使
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
専
門
家
委
員
会
の
検
討
及
び
審
議
の
結
果
に

　
　
　
基
づ
い
て
遂
行
さ
れ
た
求
償
権
の
行
使
の
違
法
・
不
当
に
つ
い
て
判
断
し
、
次
に
、
求
償
額
の
算
定

　
　
　
や
支
払
の
求
め
に
当
た
り
、
寄
附
金
を
差
し
引
い
た
こ
と
の
不
当
に
つ
い
て
及
び
Ａ
が
返
納
し
た
退

　
　
　
職
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
を
差
し
引
い
た
こ
と
の
違
法
・
不
当
に
つ
い
て
判
断
し
た
上
で
、
求
償

　
　
　
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
の
有
無
に
つ
い
て
判
断
す
る
。
さ
ら
に
、
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
が
認

　
　
　
め
ら
れ
る
場
合
に
、
大
分
県
教
育
委
員
会
が
19年
度
実
施
の
選
考
試
験
で
不
正
採
用
と
認
定
し
た
21

　
　
　
人
に
つ
い
て
、
当
該
21人
等
を
対
象
と
し
て
調
査
せ
ず
、
求
償
権
行
使
の
対
象
を
公
務
員
の
み
に
限

　
　
　
定
し
た
こ
と
の
違
法
・
不
当
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
⑵
　
専
門
家
委
員
会
の
検
討
及
び
審
議
の
結
果
に
基
づ
い
て
遂
行
さ
れ
た
求
償
権
の
行
使
の
違
法
・
不

　
　
　
当
に
つ
い
て

　
　
　
①
　
専
門
家
委
員
会
を
要
綱
で
設
置
し
た
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
専
門
家
委
員
会
は
、
大
分
県
教
育
委
員
会
が
求
償
権
の
行
使
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
当
た

　
　
　
　
り
、
全
国
的
に
も
求
償
権
を
行
使
し
た
先
例
が
極
め
て
少
な
い
中
で
、
求
償
権
の
根
拠
・
要
件
に

　
　
　
　
つ
い
て
確
認
作
業
を
す
る
こ
と
は
、
高
度
な
法
律
的
判
断
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
法

　
　
　
　
律
専
門
家
に
客
観
的
な
意
見
を
聞
く
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
委
員
に
は
、

　
　
　
　
福
岡
地
方
裁
判
所
長
な
ど
を
務
め
た
近
藤
敬
夫
弁
護
士
な
ど
、
本
県
の
顧
問
弁
護
士
で
は
な
い
３

　
　
　
　
人
の
弁
護
士
を
選
任
し
て
お
り
、
中
立
性
・
公
平
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
検
討
結
果
報
告
書
は
、
こ
れ
ら
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
専
門
家
委
員
会
が
、
不

　
　
　
　
正
行
為
に
関
与
し
た
者
に
対
し
て
求
償
権
が
成
立
す
る
か
、
求
償
権
が
成
立
す
る
と
し
て
ど
の
範

　
　
　
　
囲
で
求
償
を
求
め
る
の
が
妥
当
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
大
分
県

　
　
　
　
教
育
委
員
会
が
専
門
家
委
員
会
を
設
置
し
た
目
的
は
、
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
請
求
人
が
い
う
よ
う
に
、
地
方
公
共
団
体
が
附
属
機
関
を
要
綱
で
設
置
す
る
こ
と

　
　
　
　
は
違
法
で
あ
る
と
す
る
裁
判
例
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
公
共
団
体
が
委
員
会
等
を
要
綱

　
　
　
　
で
設
置
し
た
場
合
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
直
ち
に
当
該
委
員
会
等
が
行
っ
た
調
査
や
審
議
の
内

　
　
　
　
容
ま
で
も
違
法
又
は
不
当
な
も
の
と
な
る
と
す
る
裁
判
例
や
実
例
は
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
請
求

　
　
　
　
に
お
い
て
専
門
家
委
員
会
の
設
置
の
違
法
・
適
法
を
判
断
す
る
実
益
は
な
い
。

　
　
　
②
　
民
法
上
の
求
償
権
に
つ
い
て
検
討
審
議
せ
ず
に
、
国
家
賠
償
法
上
の
求
償
権
の
み
検
討
審
議
す

　
　
　
　
る
こ
と
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
は
、
「
国
又
は
公
共
団
体
の
公
権
力
の
行
使
に
当
る
公
務
員
が
、

　
　
　
　
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
、
故
意
又
は
過
失
に
よ
つ
て
違
法
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
と
き

　
　
　
　
は
、
国
又
は
公
共
団
体
が
、
こ
れ
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
「
公
権
力
の
行
使
」
と
は
、
純
然
た
る
私
経
済
作
用
と
国
家
賠
償
法
第
２
条
に
よ
っ
て
救
済
さ

　
　
　
　
れ
る
営
造
物
の
設
置
管
理
作
用
と
を
除
く
、
国
又
は
公
共
団
体
の
全
て
の
作
用
で
あ
る
と
解
さ
れ

　
　
　
　
て
い
る
。
採
用
選
考
試
験
に
係
る
事
務
は
、
私
経
済
作
用
や
営
造
物
の
設
置
管
理
作
用
に
は
該
当

　
　
　
　
し
な
い
こ
と
か
ら
、
「
公
権
力
の
行
使
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
昭
和
61年
７
月
30日
東
京
地
方
裁
判
所
判
決
は
、
「
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
公
務
員

　
　
　
　
が
し
た
違
法
行
為
を
原
因
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
専
ら
国
賠
法
が
適
用
さ
れ
、
民

　
　
　
　
法
の
不
法
行
為
責
任
の
規
定
は
国
賠
法
４
条
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
判
示
し

　
　
　
　
て
い
る
。

　
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
本
件
選
考
試
験
に
お
け
る
被
害
者
に
対
し
て
、
大
分
県
が
損
害
賠
償
責
任
を
負

　
　
　
　
う
場
合
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
の
規
定
で
あ
り
、
同
項
の
規
定
に
基

　
　
　
　
づ
き
損
害
賠
償
を
行
っ
た
大
分
県
は
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
故
意
又
は
重
大
な
過
失

　
　
　
　
の
あ
っ
た
公
務
員
に
対
し
て
求
償
権
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
民
法
の
不
法
行
為
責
任
の
規
定
に

　
　
　
　
基
づ
く
求
償
権
は
有
し
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
な
お
、
大
分
県
は
、
本
件
選
考
試
験
の
事
務
を
掌
理
な
い
し
従
事
し
て
い
た
者
で
は
な
い
Ｃ
、

　
　
　
　
Ｄ
及
び
Ｅ
を
Ａ
、
Ｇ
ら
と
一
体
と
な
っ
て
公
権
力
の
行
使
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
者
、
す
な

　
　
　
　
わ
ち
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
「
公
務
員
」
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
、
こ

　
　
　
　
れ
ら
に
対
し
求
償
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
非
公
務
員
で
不
正
採
用
に
か
か
わ
っ
た
者

　
　
　
　
を
あ
ら
か
じ
め
意
図
的
に
排
除
す
る
点
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　
　
　
③
　
小
括

　
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
専
門
家
委
員
会
の
検
討
及
び
審
議
の
結
果
に
基
づ
い
て
遂
行
さ
れ
た
求
償
権
の



平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日

大
分
県
報
号
外
（
監
査
公
表
）

一
一

　
　
　
　
行
使
は
違
法
か
つ
不
当
で
あ
る
と
の
請
求
人
の
主
張
は
、
失
当
で
あ
る
。

　
　
⑶
　
求
償
額
の
算
定
や
支
払
の
求
め
に
当
た
り
、
寄
附
金
を
差
し
引
い
た
こ
と
の
不
当
に
つ
い
て

　
　
　
①
　
寄
附
金
48,424,616円

を
差
し
引
い
た
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
金
の
支
払
に
協
力
す
る
旨
の
寄
附
者
の
参
加
同
意
書
や
、
平
成
23年
第

　
　
　
　
１
回
大
分
県
議
会
定
例
会
で
4,801万

円
の
寄
附
金
を
教
員
採
用
選
考
試
験
賠
償
金
を
支
出
し
た

　
　
　
　
「
小
・
中
学
校
人
事
管
理
費
」
の
財
源
と
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
大
分
県
議
会
の
議
決
を
経
て

　
　
　
　
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
寄
附
者
の
意
思
及
び
寄
附
金
を
受
納
し
た
大
分
県
の
意
思
は
、
い
ず
れ

　
　
　
　
も
、
損
害
賠
償
金
が
一
般
財
源
で
支
払
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
そ
の
財
源
に
充
当
す
る
こ
と
で
あ

　
　
　
　
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
求
償
権
の
行
使
は
、
制
裁
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
財
産
の
管
理
と
し
て
行

　
　
　
　
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
損
害
賠
償
金
と
し
て
支
出
し
た
9,045万

円
の
う
ち
、

　
　
　
　
そ
の
財
源
に
充
当
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
寄
附
金
48,424,616円

を
差
し
引
い
た
大
分
県
教
育
委

　
　
　
　
員
会
教
育
長
の
判
断
は
、
不
当
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
昭
和
58年
５
月
11日
東
京
地
方
裁
判
所
判
決
は
、
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
２
項
の
求
償

　
　
　
　
権
は
、
公
務
員
が
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
第
三
者
に
損
害
を
加
え
国
又
は
公
共
団
体
に
損
害

　
　
　
　
賠
償
責
任
を
負
わ
せ
た
場
合
に
お
け
る
、
国
又
は
公
共
団
体
が
当
該
公
務
員
に
対
し
て
有
す
る
損

　
　
　
　
害
賠
償
請
求
権
に
ほ
か
な
ら
な
い
旨
を
判
示
し
て
い
る
。
損
害
賠
償
が
、
債
務
不
履
行
・
不
法
行

　
　
　
　
為
な
ど
の
一
定
の
事
由
に
基
づ
い
て
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
そ
の
損
害
を
塡
補
し
て
損
害
が
な

　
　
　
　
か
っ
た
の
と
同
じ
状
態
に
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
損
害
賠
償
金
の
財
源
に
充
当
す

　
　
　
　
る
た
め
の
寄
附
の
授
受
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
寄
附
金
の
範
囲
で
大
分
県
の
実
質
的

　
　
　
　
な
損
害
が
塡
補
さ
れ
た
と
考
え
、
残
額
の
42,025,384円

に
つ
い
て
求
償
権
の
行
使
を
考
え
る
こ

　
　
　
　
と
と
し
た
大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
判
断
は
、
不
当
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
48,424,616円

の
寄
附
金
を
支
払
っ
た
者
が
求
償
対
象
者
で
あ
る
と
の
根
拠
が

　
　
　
　
不
明
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
求
償
総
額
か
ら
差
し
引
い
た
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
の
請
求
人
の
主

　
　
　
　
張
は
、
失
当
で
あ
る
。

　
　
　
②
　
寄
附
金
500万

円
を
差
し
引
い
た
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
大
分
県
は
、
損
害
賠
償
金
9,045万

円
か
ら
48,424,616円

の
寄
附
金
及
び
Ａ
か
ら
返
納
さ
れ
た

　
　
　
　
退
職
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
32,545,896円

を
差
し
引
い
た
残
額
9,479,488円

に
つ
い

　
　
　
　
て
、
Ａ
ら
７
人
に
対
し
て
支
払
を
求
め
て
お
り
、
請
求
人
が
い
う
よ
う
に
寄
附
金
500万

円
を
求

　
　
　
　
償
総
額
9,045万

円
か
ら
差
し
引
い
た
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
500万

円
の
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
が
支
払
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
求
償
対
象

　
　
　
　
者
の
資
力
等
の
理
由
に
よ
り
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
有
志

　
　
　
　
及
び
教
育
長
経
験
者
有
志
か
ら
、
求
償
額
の
財
源
の
一
部
を
寄
附
す
る
理
由
で
な
さ
れ
た
も
の
で

　
　
　
　
あ
る
。
ま
た
、
大
分
県
が
当
該
寄
附
を
受
納
す
る
に
当
た
り
、
求
償
額
の
財
源
の
一
部
に
充
当
す

　
　
　
　
る
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
当
該
寄
附
金
を
教
員
採
用
選
考
試
験
賠
償
求
償
金
補
て
ん
分
と
す
る
補

　
　
　
　
正
予
算
が
平
成
24年
第
１
回
大
分
県
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寄
附
者
の
意

　
　
　
　
思
及
び
寄
附
を
受
納
し
た
大
分
県
の
意
思
は
、
い
ず
れ
も
、
求
償
額
の
財
源
の
一
部
に
充
当
す
る

　
　
　
　
こ
と
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
上
記
第
３
の
３
⑶
①
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
求
償
額
9,479,488円

か
ら

　
　
　
　
寄
附
金
500万

円
を
差
し
引
い
た
残
額
に
つ
い
て
支
払
を
求
め
た
大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の

　
　
　
　
判
断
は
、
不
当
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
500万

円
の
寄
附
金
を
支
払
っ
た
者
が
求
償
対
象
者
で
あ
る
と
の
根
拠
が
不
明

　
　
　
　
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
求
償
総
額
か
ら
差
し
引
い
た
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
の
請
求
人
の
主
張

　
　
　
　
は
、
失
当
で
あ
る
。

　
　
⑷
　
求
償
額
の
算
定
に
当
た
り
、
Ａ
が
返
納
し
た
退
職
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
を
差
し
引
い
た
こ
と

　
　
　
の
違
法
・
不
当
に
つ
い
て

　
　
　
　
請
求
人
は
、
Ａ
が
返
納
し
た
退
職
手
当
を
求
償
総
額
か
ら
差
し
引
い
た
こ
と
が
違
法
か
つ
不
当
で

　
　
　
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
監
査
で
確
認
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
大
分
県
は
、
求
償
額
の
算
定
に
当
た

　
　
　
り
、
返
納
さ
れ
た
退
職
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
を
差
し
引
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
そ
こ
で
、
Ａ
が
返
納
し
た
退
職
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
32,545,896円

を
差
し
引
い
た

　
　
　
こ
と
が
違
法
・
不
当
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
。

　
　
　
　
上
記
第
３
の
２
⑷
の
と
お
り
、
監
査
対
象
機
関
は
、
「
大
分
県
が
支
払
っ
た
損
害
賠
償
金
に
つ
い

　
　
　
て
の
大
分
県
の
「
実
質
的
な
負
担
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
損
害
の
公
平
な
分
担
及
び
上
記
６
項

　
　
　
目
の
諸
事
情
に
つ
い
て
、
大
分
県
教
育
委
員
会
の
指
導
監
督
上
の
落
ち
度
に
よ
る
過
失
相
殺
を
ど
の

　
　
　
程
度
考
慮
す
べ
き
か
、
破
産
宣
告
や
死
亡
に
よ
る
回
収
の
困
難
性
、
退
職
手
当
の
返
納
が
ま
れ
で
あ

　
　
　
る
中
全
額
が
返
納
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
べ
き
か
等
、
種
々
の
観
点
か

　
　
　
ら
、
全
体
的
、
総
合
的
に
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
分
県
の
実
質
的
な
負
担
と
い
う
こ
と
を

　
　
　
前
提
に
、
求
償
額
の
算
定
に
当
た
り
、
Ａ
か
ら
返
納
さ
れ
た
退
職
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除

　
　
　
す
る
目
安
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
」
と
説
明
す
る
。

　
　
　
　
損
害
賠
償
額
の
全
て
を
加
害
公
務
員
に
求
償
す
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
と
し
て
、
過
失
相
殺
の

　
　
　
法
理
を
類
推
し
て
求
償
を
制
限
し
た
事
例
と
し
て
、
損
害
賠
償
額
の
８
割
の
限
度
で
加
害
公
務
員
へ

　
　
　
の
求
償
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
平
成
８
年
６
月
24日
浦
和
地
方
裁
判
所
判
決
及
び
鹿
児
島
県

　
　
　
が
684,657円

の
損
害
賠
償
金
の
う
ち
50万

円
を
加
害
公
務
員
に
求
償
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
志
布

　
　
　
志
事
件
」
の
２
つ
の
事
例
が
あ
る
。
「
志
布
志
事
件
」
に
お
け
る
鹿
児
島
県
の
負
担
割
合
は
、
２
割
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７
分
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
大
分
県
教
育
委
員
会
に
は
不
正
行
為
を
防
止
で
き
な
か

　
　
　
っ
た
指
導
監
督
上
の
落
ち
度
が
あ
っ
た
と
し
て
、
損
害
の
公
平
な
分
担
を
考
慮
し
大
分
県
が
自
ら
求

　
　
　
償
権
の
行
使
を
一
定
程
度
制
限
す
る
こ
と
は
、
不
当
と
は
い
え
な
い
。
さ
ら
に
、
教
育
庁
の
幹
部
職

　
　
　
員
が
共
同
し
て
不
正
に
関
与
し
54人
も
の
被
害
者
に
対
し
て
損
害
を
加
え
た
と
い
う
事
件
の
重
大
性

　
　
　
を
考
え
る
と
、
「
考
慮
す
べ
き
６
項
目
の
事
情
」
の
１
つ
で
あ
る
大
分
県
教
育
委
員
会
の
「
不
正
行

　
　
　
為
を
防
止
で
き
な
か
っ
た
指
導
監
督
上
の
落
ち
度
」
は
、
前
述
し
た
２
つ
の
事
例
に
比
し
て
、
大
き

　
　
　
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
Ａ
が
返
納
し
た
退
職
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
で
あ
る

　
　
　
32,545,896円

は
、
大
分
県
が
被
害
者
53人

に
対
し
て
支
払
っ
た
損
害
賠
償
額
9,045万

円
の
お
よ
そ

　
　
　
３
割
６
分
に
当
た
る
金
額
で
あ
る
。
仮
に
そ
の
全
額
を
、
大
分
県
教
育
委
員
会
が
不
正
行
為
を
防
止

　
　
　
で
き
な
か
っ
た
指
導
監
督
上
の
落
ち
度
に
よ
り
差
し
引
く
こ
と
と
し
た
場
合
に
、
事
件
の
重
大
性
に

　
　
　
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
求
償
の
範
囲
を
制
限
し
た
金
額
と
し
て
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
は
い
え
な

　
　
　
い
。

　
　
　
　
求
償
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
基
準
が
な
い
た
め
、
大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長
は
、
専

　
　
　
門
家
の
意
見
を
聴
き
、
そ
れ
を
大
分
県
教
育
委
員
会
で
十
分
協
議
し
た
上
で
求
償
額
を
決
定
し
た
。

　
　
　
専
門
家
委
員
会
で
は
、
６
回
の
会
議
を
開
催
し
、
様
々
な
見
地
か
ら
検
討
を
重
ね
て
導
き
出
し
た
結

　
　
　
論
を
検
討
結
果
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。
ま
た
、
大
分
県
教
育
委
員
会
は
、
検
討
結
果
報
告

　
　
　
書
を
参
考
と
し
、
損
害
の
公
平
な
分
担
を
行
う
上
で
求
償
権
の
制
限
は
ど
う
す
る
の
が
よ
い
か
、
あ

　
　
　
る
い
は
大
分
県
の
指
導
監
督
上
の
落
ち
度
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
な
ど
の
議
論
を
尽
く
し
た
。
こ
の

　
　
　
よ
う
な
手
順
を
踏
ん
で
求
償
額
を
決
定
し
た
大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
判
断
に
違
法
・
不
当
な

　
　
　
点
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
Ａ
が
返
納
し
た
退
職
金
約
3,254万

円
を
求
償
総
額
か
ら
差
し
引
い
た
こ
と
が
違

　
　
　
法
か
つ
不
当
で
あ
る
と
の
請
求
人
の
主
張
は
、
失
当
で
あ
る
。

　
　
⑸
　
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
の
有
無
に
つ
い
て

　
　
　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
大
分
県
が
求
償
対
象
者
に
求
償
す
べ
き
額
は
、
大
分
県
が
被
害
者
53

　
　
　
人
に
対
し
て
支
払
っ
た
損
害
賠
償
金
の
総
額
9,045万

円
か
ら
寄
附
金
48,424,616円

及
び
Ａ
が
返
納

　
　
　
し
た
退
職
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
32,545,896円

を
差
し
引
い
た
9,479,488円

で
あ
る
と

　
　
　
考
え
る
。
そ
し
て
、
求
償
額
9,479,488円

に
つ
い
て
は
、
4,479,488円

の
支
払
が
な
さ
れ
た
こ
と
及

　
　
　
び
500万

円
の
寄
附
金
を
受
納
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
分
県
の
実
質
的
負
担
分
は
な
く
な
っ
た
も
の

　
　
　
と
考
え
る
。

　
　
　
　
よ
っ
て
、
大
分
県
は
、
Ａ
ら
７
人
に
対
し
て
総
額
9,479,488円

の
支
払
を
求
め
、
当
該
額
は
塡
補

　
　
　
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
分
県
が
違
法
又
は
不
当
に
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
は
認
め
ら
れ
な

　
　
　
い
。

　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
大
分
県
が
求
償
額
の
う
ち
違
法
か
つ
不
当
に
求
償
権
を
行
使
し
た
部
分
は
、
賠
償

　
　
　
総
額
9,045万

円
か
ら
求
償
対
象
者
ら
が
支
払
っ
た
合
計
4,479,488円

を
差
し
引
い
た
、
少
な
く
と

　
　
　
も
85,970,512円

で
あ
る
と
の
請
求
人
の
主
張
は
、
失
当
で
あ
る
。
　

　
　
⑹
　
大
分
県
教
育
委
員
会
が
19年
度
実
施
の
選
考
試
験
で
不
正
採
用
と
認
定
し
た
21人
に
つ
い
て
、
当

　
　
　
該
21人
等
を
対
象
と
し
て
調
査
せ
ず
、
求
償
権
行
使
の
対
象
を
公
務
員
の
み
に
限
定
し
た
こ
と
の
違

　
　
　
法
・
不
当
に
つ
い
て

　
　
　
　
上
記
第
３
の
３
⑸
の
と
お
り
、
大
分
県
が
違
法
又
は
不
当
に
求
償
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
が
認
め

　
　
　
ら
れ
な
い
以
上
、
大
分
県
教
育
委
員
会
が
19年
度
実
施
の
選
考
試
験
で
不
正
採
用
と
認
定
し
た
21人

　
　
　
等
を
対
象
と
し
て
調
査
せ
ず
、
求
償
権
行
使
の
対
象
を
公
務
員
の
み
に
限
定
し
た
こ
と
の
違
法
・
不

　
　
　
当
に
つ
い
て
は
、
判
断
す
る
ま
で
も
な
い
。

　
　
　

　
　
し
た
が
っ
て
、
本
件
請
求
に
は
理
由
が
な
い
と
判
断
す
る
。


